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用語の定義

オーバートレーニング：

　運動（スポーツ）の実施により生じた生理的な疲労（一種の防衛反応）が，十分に回復

の過程をとられることなく，積み重ねられた結果として起こってきた慢性疲労（いわゆる

過労）の状態．

コンディション．

　スポーツにおいて変動する競技的状態を構成する心身の状態，及びアスリートのパフォ

ーマンスに影響を与える全ての要因　なお，この定義は,西嶋（1990ａ）及び西嶋ら（1999ａ;

1999b）の定義に準拠した

コンディショニング：

　現在のコンディションと目標とするコンディションとの間のギャップを最小化するプロ

セス（西嶋，1990ａ ；西嶋ら，1999ａ；西嶋ら，1999b）.

単一事例研究法：

　単一の被験者あるいはグループを対象として，独立変数と従属変数を決めて数量的デー

タを取り，反復測定をして統計処理をすることによって，客観的な評価を可能とする研究

法（丹野・山田，2000）.

データマイニング：

　統計学，パターン認識，及び人工知能等のデータ解析の技法を大量のデータに対し，網

羅的に適用することで,通常のデータの扱い方からは想像が及びにくい,発見的(heuristic)

な知識を取り出すこと．

トップアスリート：

　本研究においては，原則として日本オリンピック委員会の強化指定選手を日本における

トップアスリートとして定義した．

ピーキング：

　目標とする時期にコンディションを最高の状態にすること．
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Appllcation Service Provider（ASP）:

　アプリケーションサービスを提供する組織（事業者）/機構/サーバを指す言葉．一般に

用いる場合，事業者を指す言葉である事が多く，業務用のアプリケーションソフトをイン

ターネットを利用して顧客にレンタルする事業者あるいはサービスを指す．利用者はイン

ターネットに接続された環境で，ブラウザソフトを使ってASP事業者のサーバにアクセス

し, ASP事業者から提供される各種アプリケーションソフトを利用することができる．

Profile of Mood States（POMS）:

　緊張・抑うつ・怒り・活気・疲労・混乱の６因子から，その人の置かれた条件の下で変

化する一時的な気分，感情の状態を測定するテスト.65の質問項目に答える15分程度で行

えるテストで，主な活用例は，心療内科，精神・神経科をはじめ，あらゆる医療現場，職

場や学校での人間関係改善やメンタルヘルス，スポーツのコンディションづくり等，各領

域･各方面で広く活用されている．
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研究の背景

―競技力向上の所以とコン

第１章

緒言

大々アイ ンョ
W

W＝心 ングの重要性－

近年，日本スポーツ界におけるアスリートの競技力向上は著しく

オリンピックを含む国際レベルの大会に おいても輝かしい成績を残

す選手が多く存在してきた．今日では，日本のお家芸と言われる種

目に限らず

の背景に は

多くの選手が様々な競技でメダルを獲得している

何よりも日本人アスリート自身の技術面

上がうかがえる

そ

体力面の向

これは，アスリート自身が絶え間ない努力を重ね

てきた事で成し得たという事は言うまでもない．また，それに

てトレーナーや研究者に

一

よるスポーツ医科学を有効に

ト体制の向上も一つの要因として考えられる．

加え

利用したサポ

我が国における国際レベルのトップアスリートに対するサポート

体制は，人的能力の向上ばかりでなく

されてきた

それを取り巻く環境も整備

近年に おいては，２００１年より設立された国立スポーツ

科学センターにおいて，科学，医学，及び情報といった各分野から

の総合的なサポート体制が整い 様々な競技団体に おいて活用され

ている．また，２００８年度にはナショナルトレーニングセンターが完
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成し，稼動し始めることで，各競技団体の競技力向上がより一層期

待できる環境が整ってきている．そして，日本オリンピック委員会

00C　J apane se 0 lymp 1c Cornmはtee)が策定した「ゴールドプラン」

においては，メダル獲得の可能性を高めるために，アスリートの才

能を早い段階で見出すタレント発掘プロジェクトを実施し，アスリ

一

トヘの長期的なサポート体制を確立すべく，ジュニア期から青年

期にかけて一貫性をもった育成プログラムの作成を行っている

　以上のように，わが国におけるスポーツヘのサポート体制は，ス

ポーツ医科学の知見をベースに，ハード面とソフト面から近年著し

く発展を遂げ，様々な手法でアスリートの体力面，技術面，及び精

神面の向上を成し得ている．しかし
｀ア″

こ れらのサポートをベストパ

フォーマンスに結びつけるためは，心・技・体に関わる一要素の向

上を各々にアプローチするだけでなく，それらを総合的にアプロー

チし，具体的かつ包括的な手段を用いる必要がある

｀プ’

こ のような観点で，「ベストパフォーマンス発揮の手段」を考える

ならば、「コン
~..や
アイ ショニング」が最も適切な手段であると思われる．

つまり，アスリートのパフォーマンスに影響を与える多様なコン ～Ｊ
ア

ィションを総合的，かつ包括的に計画性をもって高めることが重要

となるであろう

トップアスリートを取り巻く環境は，選手生活の中で著しく変化
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をする．そのいかなる環境においてもベストコン

するためには，その時々に「コン ～々アイ ン　ョ

ディションを維持

ニングが良い方向に向か

っているのか，悪い方向に向かっているのか」といった，現在の自

分のコン ＝やアイ ン　ョ
-

Ｗ－４ ングがどの方向に向かっているのかを知り，傾

向を把握する必要がある．また，コン
~..々
アイ ン　ョ

Ｖ－＝－

Ｗミー４ ングが悪い方向に

向かっているような状態では，アスリートは調整する
｀７’

こ とが必要で

あり，そのためにはコンディションを悪化させる要因を抽出し，具

体的に改善する実行手段を見出す必要がある．

これまでのアスリートにおけるコン

握」とコン ～々アイ

ディショ
Ｗ＝－

Ｗミー・ ングの「傾向の把

ション変動の「要因の抽出」は，アスリート自身，

又はコーチの長年の「勘」や「経験」に頼っていた こと が多く，コ

－チのスキルやアスリートの自己管理能力のレベルに左右されてし

まう
｀ア‘

に＿ とが一般的であった．より良いコン ～や
アイ ショニング評価を行

うには，コーチのコーチングスキルの向上やアスリートの自己管理

能力の向上が必要である
｀ア゛

こ とは言うまでもなく，そのためにはアス

リートやコーチの「勘」や「経験」といった感覚的なものを、より

客観的に提示する術を見出すことが重要であると思われる．感覚的

なものを数値化し，データ蓄積及び分析することで，より客観的な

なコンディショニング評価ができると考えられる．
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-

コン ～φ
アイ ショニング評価の手法：

∽φ
ア －タマイ

-

Ｗ 一 一 ･ ４ ング

　近年，経済学や経営学といった他分野において，経理処理など単

純な計算処理のみに使用されていたデータの扱い方が見直され始め

ており，大量の単純データを複雑に組み合わせて法則性を発見する

｀プ’

こ

る

とによって新たな機会や発想を創出する手法に注目が集まってい

この手法は，「データマイニング」と称されており，近年における

情報通信分野、特にインターネットの発展によって大量のデータを

人の手間を介する
｀ア゛

こ となくデジタル化された状態で容易に収集する

こと が可能になり，またコンピュータの演算能力の向上により，大

量のデータの複合処理が短時間で可能になったことにより発展した．

｀ｙ゛

こ のような技術的背景と共に，ビジネス環境の変化に伴う社会的背

景によってデータマイニングは発展を成した.1990年代のビジネス

において，「市場の飽和」が生じ，ユーザーニーズの多様化に伴って，

作れば売れるという時代の終焉をむかえた．そこで，2000年以降は

「情報戦略の時代」となり，①顧客データからのニーズ分析，②差

別化のためのマーケット戦略，③製品の予測，危機管理，情報共有

など，データを戦略的知識として活用することがビジネス生存の必

須条件となった　データマイニングの具体的手法として，バスケッ

ト解析を代表とした，データ集合の中から高頻度に発生する特徴的
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なパターンを見出す頻出パターン抽出法，決定本分析を用いて，与

えられたデータに対応するカテゴリを予測するクラス分類法，また

は，与えられたデータに対応する実数値を予測する回帰分析法など

がある

｀ア’

こ のように，実業の世界において，製品の問題点の抽出や経営戦

略考案の手段として活用されている「データマイニング」であるが

おそらくスポーツの世界においても，チームや選手の膨大なデータ

から有用な情報を引き出すことを十分可能にすると思われる．また，

トップアスリートの特徴である個別性を考慮したコン

グ評価にも活用できる

一 コン ～９アイ

｀７゛

こ とが予想される．

ショニング評価の手法：単一事例研究法－

アインョーノ

　トップアスリートにおけるコンディショニングを評価する際に考

慮すべき重要な項目として，アスリートの個別性があげられる．特

にトップアスリートは，他人と比較してもずば抜けて卓越した才能

と秀でた能力をもっている
｀ア‘

こ

リート自身の個性を相殺する

Ｗつ
｀ア’

こ

とがトップたる所以であるため，アス

｀ア’

こ となくコン ディショニング評価を行

とが重要である．ゆえに，従来の集団の中，もしくは集団対集

団における平均化されたデータの比較検討による研究法のみでトッ

プアスリートのコンディショニングを評価する
｀ア’

こ とは適切でない場
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合も発生する．

トップアスリート個人に対しコン ＝々アイ ショニングを適切に評価す

るためには，アスリート個人の時系列データを縦断的に評価する必

要がある．そのためには
-Ｊ
ア 一タにおける自己相関係数の有意性に

よる系列依存性を考慮した検定法が望ましいと言える．最近では，

そのような評価を可能とした方法として，単一事例研究法が確立さ

れてきている．体育学の研究分野においては，それほど活用されて

いないが，トップアスリートのコンディショニング評価を，個別性

を考慮して，より客観的な方法によって実行するには，単一事例研

究法を用いて分析する
｀ア゛

こ とが望ましいと思われる．

一競技現場を踏まえたコンディショニング評価：簡便性一

トップアスリートのコン ディショニングを考える上で必要不可欠

な要素として「簡便性」があげられる．トップアスリートであれば

あるほど、トレーニングや試合を行う環境は様々であり、スポーツ

が国際化した現代では世界中の国を長期にわたり転戦して競技活動

を行わなければならないため，遠征先で実施可能なコンディショ

ング評価が望ましいと言える．また，数多い海外転戦を考慮すると

-

Wミー

測定のための大きな重量物や精密機械を持ち運ぶことは困難となる．

｀ア゛

こ のような環境を踏まえると，トップアスリートのコンディショ
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ニング評価法は，海外や特殊な環境でも対応可能で，現地にいるア

スリートとスタッフに負担をかける

~.Ｊ
アイ ンョノ

J９
７

｀７’

こ となくアスリート個々のコン

－タを収集・分析できるセルフモニタリングが最も現

実的な評価方法であると考えられる．

一本研究の意義－

　トップアスリートを対象として，競技力向上のための科学的アプ

ローチを実施する
｀ア’

こ

上において意義深い

とは，スポーツの発展や我が国の競技レベル向

｀ア゛

に． とである．しかしながら，生活の中で競技や

トレーニングの実行が最優先されるトップアスリートを研究対象と

する ことは容易ではなく， 学術的な研究としては限界のある対象で

あると言える．もちろんトップアスリートを対象にした研究は，
｀？’

こ

れまでにいくつか認められるが，その多くは各スポーツの競技特性

を踏まえた身体的特徴を検証したものである(Bangsbo e t al

２０㈲; Gabbe11,２００７； Neumay r et al. ，２００６；Ostoj 1 C et al. ，２００６）

トップアスリート一個人の特徴を検証するような研究は少なく

(Scott,２００２），トップアスリートを対象としたコンディショ

評価に関する研究はほとんどなされていない

コンディショ
Ｗ－

Ｗ＝-４

一

匹 ング

ングに関する研究は，様々な分野で実施されてい

るが（石栗，1 998 ； Lehmann e t al ｡，1992 ； 白井ら，1998），その大
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部分は コ　ン アイン

(G1ee son et al

et al １９８５）

ョンの一要因について分析

１９９９；　Arms t rong　et　al １９９４

アスリートのパフォーマンスに

＠
Ｉ
／

評価しており

Dressendorfer

影響を与える多様な

コンディション要因を包括的に評価しているものは少ない

(K lnugasa et al ２００２） また，「コン

に行うか」と言った実際の手法

つか存在する（小林
１９９２

～々アイ ショニングをどのよう

方法を考案するような研究もいく

Morgan,1987） しかし、コン -Ｊアイ ンョノ

を崩す，あるいは良好にする要因は個人によって異なるため，コン

ィショニング管理の方法を一律に考える

る

コン

すなわち，コンディショ

~Ｊアイ

以上の

~Ｊアイ ン　ョ

W

● ･ ミ ー 亀

こと

~Ｊア

は困難であると思われ

ング管理を実施するに

ショニングを個別に評価する必要がある

｀７゛

こ

-

● 一 ミ ＝ 心

あたり，まずは

とを踏まえ，本研究ではトップアスリートに有用なコン

ング評価法として 必要とされる要素を次に提案する

①簡易なコンディション指標のセルフモニタリングに

ノアインョノ
～｡｡々

ア
一

夕の蓄積，②多種のコン

主要因データの絞り込み（データマイ
W

W＝心

~Ｊアイ ン　ョ　ノ

春
菊
／

よる多種のコ

～や
ア

W ＝ －

夕からの

ング），③単一事例研究法に

よる主要因データの変動傾向の把握（コン

握），及びコンディション変動要因の抽出．

組み合わせたコン ~Ｊアイ ンョ
-

W＝心

用可能性が高く

～々アイ

｀ア゛

こ

ン　ョ
-

Ｗ ＝ ＝ － ング傾向の把

れらの要素を考慮し

ング評価法は，実際の競技現場での実

有用であると考えられるが 科学的 学術的に，

８



これまでほとんど検討されていない

そこで本研究では，トップアスリートが日常的に競技を行う環境

において，セルフモ
W-

W- タリングによりコン

し，単一事例研究法を用いて

アスリートのコン

るかを検証する

課題を設けた

１

｀ア’

こ

～々アイ

～Ｊ
ア

~Ｊアイ ン　ョ　ノ

一タマイニングする

ショニングを分析・評価する

=々
ア

-

ことで

｀７’

こ

夕を収集

トップ

とが可能であ

とを目的とし，それを明らかにするために以下の

トップアスリートに

析

おける主観的コンディション変動の統計的分

２。データマイニング手法を用いたトップアスリートのコンディショ

ン変動要因の抽出

｀ア’

こ れらを明らかにする

場にて活用可能なコン

｀７’

こ とで，実際のトップアスリートの競技現

ディショニング評価法を構築するための知見

が提供できるものと考える

９



２。文献研究

１）単一事例研究に関して

単一事例研究は，同一個人あるいは同一集団における系列的変動

を評価するものに適しており，個体間の差を検討するのではなく

個体内変動を検討するものである(Barlow and He r son,1984；岩本・

川俣，１９９６）そのため，平均値では見過ごされてしまうような個人

内の変化に興味がある場合にこの研究法は有効であり，時系列デー

夕を収集し，反復測定をして統計処理をする
｀７’

こ

な分析評価が可能となる（丹野・山田，２０００）

とによって，客観的

経済学の分野では，時系列変動の分析を要する
｀ア’

に＿ とから，単一事

例研究は古くから有効に活用されており，変動する経済に影響を及

ぼす因果関係を分析する計量モデル分析法を確立している（ﾒﾘ屋，

1987）.また，応用行動分析の専門学術雑誌( Journal of Appl led

Behavlor Analysis)が創刊されたのを機に，心理学，精神医学の論

文でも利用されるようになり，近年は，行動分析学などの分野で高

い注目を浴びている（山田, 1996.桑田，１９９８；山田，１９９８ａ，山田

1998b）

単一事例研究法におけるデータの評価法については，これまでは

評定者による視覚的判断に頼る所が大きかった( Bear、1977、１９８８

Michel, 1974,Parsonson & Bear,1978）.しかし，視覚的判断だけ

10



に頼る方法では，客観性が乏しいため，客観性を獲得できる統計的

仮説検定法が必要であった．また，個体内における時系列的データ

を評価する場合，一般的に使われている統計的仮説検定法である　ｔ

検定や分散分析などの方法では，有意差の有無を正しく評価するこ

とができない（山田，１９９６；山田１９９８ａ）．そ こで 山田（１９９８ａ）は

系列的依存性を有するデータに対しても適用可能な統計的仮説検定

法としてランダマイゼーション検定( Edg1ngt on,1992）を提案して

いる
｀ア゛

こ れらの
｀ア’

こ とから，単一事例研究法におけるデータの評価法

として視覚的な判断と統計的検定法との併用していくべき

近は推奨されるようになった（桑田, 1998,山田，１９９８ｂ）．

｀ア’

こ とが最

また, Crosb le (1993）は, ITSACORR (Interrupted T 1 me　Series

Anal ys 1s Cor re 1a tion Procedure)というアプリケーションソフト

を用いて，系列的データを期分けし，各期の回帰直線の勾配の差を

統計的に検定することで，分割時系列分析を可能にした．一方，観

察及び記録された多変量のデータが存在する場合，そのデータを正

確に解釈し評価するために少数の因子にデータを締約する分析方法

が使われる．この手法は，因子分析と言われ，統計的検定法として

古くから活用されている( SDearman, 1904.Cat tel,1952）　一般に

は因子数も未知数であり探索するが，因子数の決定法には種々の提

案があり，一般的には固有値１０以上の因子を抽出する

11
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また，探索的因子分析を行う場合，抽出された因子の解釈を容易

にするため，一般に因子軸に回転が加えられる．回転の方法は，大

きく分けて直交回転と斜交回転の２つがある． このう ち，直交回転

の方法としては，バリマックス法，工カマックス法，コーティマッ

クス法などがあり，斜交回転の方法としては，プロマックス法，オ

ブリ
｀ -

｀ -

‾ ｀ へ ン法，オブリマックス法などがある．直交回転の場合，因子

間には相関関係がないことを前提としているのに対し，斜交回転の

場合には因子間の相関関係を仮定している．これらの方法のうち，

一般には，直交回転のバリマックス法，斜交回転のプロマックス法

がよく使われている

～Ｊ
ア

アスリートのコン ~Ｊアイ ン　ョ
Ｗ -

● ･ ＝ ～ - ● ングにおいても，アスリート個人の

一タを縦断的に評価する必要があり，他者との比較よりも個人内

の変動を分析しなければならない．そのため，コンディショニング

評価を行う際に単一事例研究法は活用され始めている．

アスリートのコンディショニングを評価するために，コンディシ

ョン指標は一つの変数のみで捉える ことは不可能であるため，複数

の項目を用いて測定及び観察を続けることが必要になる．このよう

な場合においても，因子分析( Spearraan ， 1904,Thurstone ，

1947,Cattel,1952）が最も適した方法であると考えられる. K 1nugasa

ら（2002）及びSuzukiら（2006）は，多変量のアスリートのコンデ

12



ィションを因子分析する ことに より，アスリートのコン

に影響を与えている因子を見出し，コン

した．

~Ｊアイ

一

之やアイ ンョノ

ショニング評価を検証

アスリートのコンディショニング分析を行うためには，一アスリ

トのコン Ｊやアイ ションを縦断的に管理するための時系列データを収

集する必要がある. Nakano・ Nish11lma (200０及びNakanoら（2003）

では，その時系列データからコンディション変動に影響する要因構

造を検証した．また, N 1sh1jlmaら（2000) , K mugasaら（2002）

及びSuzuk 1ら（2006）は要因の時系列な変動を検討することで，生

活習慣がコンディション変動に影響していることを明らかにした．

　トップアスリートのコンディショニング評価を行う際にも，上述

したような個別性，多変量，及び時系列を考慮した単一事例研究法

を用いてデータマイニングする

すると考えられる．

｀ア’

こ とで，適切な評価・分析を可能に

２）フィールドテストなどの客観的指標を用いた研究に関して

　競技パフォーマンスにより近い客観的コンディション評価として

様々なフィジカルテストを用いた研究は数多くある．石栗（１９９８）

は有気的，無気的持久力に比べてハイパワーと言われる筋力・瞬発

力，及び調整力には自覚的コンディションとの関連性が見られると

13



報告している また，菅野 西嶋（１９９２）は 様々なフィールドテ

ストを行い，サッカーにおける基本的運動能力をシーズン前後で評

価した．その結果，プレシーズン終了前後では目標値に達していた

がインシーズン中に

る また，菅野

その能力が維持できなかった

西嶋（１９９６）は

こと を報告してい

プロサッカー選手を対象に，競

技現場で行われているフィールドテスト及び等速性筋力などから構

成されるコントロールテストを用いてシーズンを通した競技能力の

発達過程を検討した．その結果，インシーズン中ではコントロール

テストの成績が低下したものの より競技動作に

ストの成績は低下せず発達を遂げていた．

一

このように フィールドテストによって

トの客観的コン

しかしながら

～々
アイ

近いフィールドテ

ある時期

ションを横断的に評価する

フィールド

をかける種目が多い

縦断的に

こと

テストその

から

こと

ヽ〃゛

こ とのアスリ

が可能である

ものがアスリートの体に負担

インシーズンを含め，年間を通して

測定するには困難であると言える

トであればあるほど

また，トップアスリー

身体能力が高いため，フィールドテストその

ものの動作を素早く学習し

記を踏まえると

習得してしまう ことも少な

フィールドテストによる縦断的なコン

評価は適していない場合も考えられる

14
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3）生理学的な客観的指標を用いた研究に関して

　白井ら　０ ９９８）は，陸上女子長距離選手を対象として血液生化学

的指標としての血液性状の変動とパフォーマンスとの関連性を検討

した研究で，走速度によって至適なヘモグロビン値が存在する
｀ア゛

こ

を報告している．また，その他の客観的コン 大々アイ

て

と

ションの指標とし

テストステロンやカテコールアミンなどの内分泌学的指標

( Har tmann and Mcs ter, 1998,Lehmann e t al. ，1992），分泌型IgA

や免疫グロブリンなどの免疫学的指標( Glee son et al　，１９９９）等

の有用性が検討されている

尿検査を用いた研究としては，川原（１９９２）がオーバートレー

ングに関する研究の中で，コン ～φアイ

-

W皿

ションチェックの指標として示

している．陸上長距離選手　１４名に対して，２７日間の合宿中に起床

時及び練習後に尿検査を行ったと
｀ア’

こ ろ，起床時にはほとんどの場合，

異常が見られなかったが，練習後にはしばしば尿蛋白，尿潜血が見

られている．特に，練習負荷が大きいほど尿潜血が出現し易かった

と述べられているが，尿蛋白，尿潜血の出現には個人差があり，評

価にあたっては個人差を考慮する必要があるとしている

また，体水分の増減がパフォーマンスに影響を与えると言う報告

は既知のことである( Schoffstal 1 et al. ,２０００．体水分量を把握

する方法は様々であるが, Arms trongら（1994）は尿比重を測定す

15



ることで体水分量の把握をすることが可能であることを報告してい

る．尿比重は検査用紙を用いて簡便に測定可能であり，スポーツ現

場において活用する

あると思われる．

｀ｙ’

こ とのできる客観的指標のひとつとして有用で

また，生理学的項目を用いたコンディション管理において，よく

用いられている指標として脈拍と体重がある．中でも起床時の脈拍

が指標として多く活用されている( Dressendorfer et al　，1985

川原，1992;小林, 1992.和久・河野，1993) . Dressendorfer　ら０985）

は１２人の男子長距離選手に対して疲労状態と起床時の脈拍，体重，

直腸温，及び血圧との関係を調べた．その結果，疲労状態と有意な

関係を見出したものは起床時の脈拍だけであった
｀７’

こ とを示し
｀ア’

こ れ

がオーバートレーニングの兆候を捉え，予防に役立つ指標になるか

もしれないと述べている．体重に関しては, Dressendorfer　ら（１９８５）

の研究でもそうであったように積極的な関係を示しているものは多

くないが，小林（1992）がまとめている見解によると，起床後に排

尿してから10 g単位で体重を測定するとコンディションの目安とな

るとされている
｀ア’

こ れらの研究から，起床時の脈拍や体重などの簡

易な生理学的項目がコンディション管理の指標となることが考えら

れる．

｀ア’

に＿ のように，生理学的指標はアスリートの客観的コンディション

16



評価に有効であると言えるが，指標の精度に重点を置くと，測定機

器が海外等の移動には携帯不可能な精密機器であったり，大きな設

備が必要となる こと が多く，アスリートが縦断的に測定するには現

実的に困難であると言える．また，生理学的指標には，評価のため

の解析に特殊な技術や知識を要する場合が多くある　トップアスリ

- 卜の競技環境では，アスリート自身とコーチ，トレーナーしか存

在しない こと が多いため，

標が望ましいと言える．

これ らのスタッフが解析可能な簡便な指

生理学的指標に関しては，適切な客観的指標になりうる可能性が

高く，アスリートが理解しやすい明白な指標である こと から、コン

~.Ｊアイ ショニング評価の中で重要な指標であると言える．その事から

より精度の高く，スポーツの現場で活用のできる簡便な生理学的指

標の検出は今後も行うべきだと思われる．

4）セルフモニタリングを用いた研究に関して

主観的指標を用いた研究において，Hooperら∩999)や河野0 9 90 ）

は，質問紙法により測定可能な自覚的コンディションに加えて心拍

数，体温，体重，及びProf lie of Mood States （POMS）を用いた

セルフモ
W

● ･ ＝ ＝ 心 タリングの有効性を認めている．また，良い生活習慣の

獲得は，アスリートが良いコンディションを維持するための基礎と

17



なり 生活習慣の改善に は 簡易項目を含んだチェックシートを用

いたセルフモニタリングで日々の自己管理を促進する
｀ア’

こ とによって

可能であると言われている（Nakano and Ni sh 1 Jlma, 2001 .Nishij ima

et　al 2000,Nishij lma et　al 1990,Nishijlma,１９９０）

Nakano and N 1 sh 1 jlma ( 2001 ,2004）は

フモニタリングによる心身のコン ~Ｊアイ

アスリートにおけるセル

ション観察で特に 重要なのは

自覚的体調，自覚的練習意欲，及び自覚的練習達成感の３項目であ

ると指摘しており

現に

自覚的体調の管理は充実したトレー
-

Wミ心 ングの実

加えて，アスリートのピーキングにも役立つことを検証した．

また POMSを用いたセルフモニタリングの研究も数多く存在する

(Morgan, 1987,山本, 1990,川原, 1991 .小林 1992,徳永ら
１９９２）

川原（199０は陸上選手の高所トレーニング合宿（14日間）中のPOMS

評価の変化を観察し

Ａ怒り

と

POMSの構成要素である　Ｔ不安，Ｄ抑うつ

Ｖ活気，Ｆ・疲労，Ｃ混乱の変化を示している

疲労状態ではＶが低下し

ションが悪化すると　Ｔ Ｄ Ａ

これ による

Ｆの上昇が見られ，さらにコン ~Ｊアイ

などの要素も上昇してきたとされて

いる．またPOMSテストでは疲労状態だけでなく精神的ストレスの影

響も見られ 評価の際に

る. Morgan (1987）は

その背景を考慮する必要があると述べてい

競技でのピークパフォーマンス時に

において積極的な精神健康状態が見られ

18
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フォーマンスを低下させることを見出している．和久・河野（1995）

は，大学剣道選手３名を対象として，試合前の１ヶ月間のコンディ

ションを　POMS及び自覚的コンディションから評価した研究で，継

続的なPOMSの評価は，大学剣道選手のコン ＝やアイ ション評価として有

用であるが, POMSの変動と競技成績は一致しなかった

ている

セルフモ

｀ブ’

こ とを報告し

-

W一匹 タリングはアスリート自身で実施可能である

スポーツ現場での活用性は高いと言える．セルフモ
-

W一心

ことから

タリングは，

コン

一

ディションデータを科学的に分析するためのデータ蓄積方法の

つに過ぎないが，アスリートが自身のコンディションに目を向け，

今の自分がどのような状態にあるのかを把握するよう努めるため，

セルフモ
W

W＝-・ タリングを行う行動そのものがアスリートの自己管理能

力の向上に役立つ可能性が考えられる．アスリートの自己管理能力

は トップレベルに向かうために必須な能力であると考えられるた

め，そのような意味でもセルフモニタリングの有用性が挙げられる．

５）トップアスリートを対象にした研究に関して

　トップアスリートに関する研究は，様々な分野において行われて

いる　Neumay r　ら（２００６）は，トップレベルのアルペンスキーヤー

に必要とされる運動生理学的要因は，高レベルの有酸素能力と筋力

19



であると検証した　また, Gabbett (2007）は，身体計測とパワー，

スピード，俊敏性，及び有酸素能力に関わるテストを用いて女子の

トップラグビー選手の特徴を把握した．上記した文献に限らず，様々

な手法を用いて，各スポーツで競技するトップアスリートの身体的

特徴に関わる研究は数多くなされている．また，同一競技内におけ

る競技レベルの違いを生み出す要因として身体的特徴を検証する文

献もある.

　Cl emen tら　０979）は，12分間走と垂直飛びを用いて，エリート

長距離陸上選手が世界トップレベルに通用する資質があるかを検証

した．また, Ka 1apotharakosら（2006）は，プロサッカーチームに

おける，リーグ上位チームと下位チームとの間に生理学的身体特徴

の違いを見出し，リーグ上位チームのプレーヤーは，下位チームの

プレーヤーより身体能力が高いことを示唆した. Ostoj 1C ら（2006）

やGe1thne rら（2006）はバスケットボールやアイスホッケーのよう

なチームスポーツにおいて，ポジションによる身体的特徴の違いを

検証した．

　また，各スポーツの特徴を把握するべく，運動による代謝機能か

ら研究も行われている. Bangsboら（2006）は，サッカーのプレー

中の動作からエネルギー代謝の特徴を検証した. Fe rr au t1ら（2003）

は，プロテニスプレーヤーにおけるトーナメントや練習時の血糖値

20



の変動を検証している

トップアスリートの技術面に関わる研究として, Ongら（2006）

は トップレベルのカヤック競技において，アスリートの形態に合

わせた詳細にわたる用具の微調整が，ボートを推進するスピードを

有意に変化させると検証している．また, G 1 a ts 1s　ら（2004）は

ビーチバレーにおけるジャンプ動作のメカニズムを解析し，砂地で

行う際のジャンプ動作の特徴をトップレベルのプレーヤーを用いて

検証した．

｀ア゛

こ のように，トップアスリートを対象にした研究は行われている

が，多くが各スポーツの特徴を示唆すべく，特定のスポーツに従事

するアスリートの体力や技術に関わる検証がされている．しかしな

がら，アスリート一個人に焦点を当てた研究は数少なく，その中に

おいても, Scott (2002）やMyburgh (2003）は「トップアスリート

の競技力向上や障害の発生には，多くの要因が起因しており，一つ

の要因のみの介入で解決することは困難である」と検証し，また，

Gould　ら（2002）が「トップアスリートの心理状態は複雑であり，

影響を与える要因は様々である．その要因は自身から発生するもの

だけでなく，コーチや家族から影響を受けて生まれるものもある」

と示唆するように，トップアスリートの一個人に焦点を当てた研究

は，未だに検証されていない事項が多く存在する．
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３。研究の目的

　本研究は，トップアスリートが日常的に競技を行う環境において

セルフモ W心

Ｗ＝-６ タリングによりコン

例研究法を用いてデータマイ

のコン

する

~Ｊアイ

こと

-

● ･ ＝ － －

~Ｊアイ ションデータを収集し，単一事

ングする

ショニングを分析・評価する

を目的とした．

４。研究仮説

Ｏトップアスリートのコン

ング傾向の把握とコン

る

２）セルフモ
Ｗ＝＝

ゝ－ミー４

~Ｊアイ

~Ｊアイ

ンョ
W－

W＝心

｀７’

こ

｀７’

こ

とで，トップアスリート

とが可能であるかを検証

ング評価は，コンディショニ

ション変動要因の抽出により可能であ

タリングにより収集したコン

タマイニングする

能である．

｀ア゛

こ とで，包括的なコン

３）トップアスリートのコンディショ

るため、コン -､.や
アイ

W 心

W ミ ー ・

～々　　　ゝアイン

＝９アイ

ヨ　ノ
～９
７ 一タを

～々
ア

一

ショニング評価が可

ング評価には個別性が見られ

ショニング管理する上で個人の特徴を踏まえて

個々に管理する必要がある．
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５。研究課題

１）課題１「トップアスリートにおける主観的コンディション変動の

　統計的分析」

トップアスリートのシーズンを通したコン

主観的コン ~Ｊアイ

握する
｀ア’

こ

~Ｊ
アイ ショニング傾向を，

ション評価法を用いて総合的にモニタリングし，把

とを目的とした．

２）課題２「データマイニング手法を用いたトップアスリートのコン

～々アイ ション変動要因の抽出」

トップアスリートのシーズンを通したコン

ためｌ

～々
アイ ショニング評価の

こ，日々の生活習慣規則の中からコンディションに影響を与え

る要因を抽出する
｀ア’

こ とを目的とした．

６。研究のフレームワーク

　本研究ではトップアスリートにおけるコン ~.Ｊアイ ション変動の個別

性を重視し，個人のコンディションを複数の要因項目を用いて継続

的に測定したデータを分析評価していく．その過程として，上述し

た研究課題に準じてデータ解析を行った．

課題１では，トップアスリートのコン ～Ｑ
アイ ショニング傾向の把握

のために，２つの分析内容を設定した．まず第一に，本研究では，

23



多数の要因項目を用いてコンディションを測定するため，コンディ

ショニング傾向の把握のためには，コン

の共通因子により構成する
｀ア’

に＿

ディション変動をいくつか

とが有効であると考え，コン ～々　　　、Sアインヨ

ン変動の因子構造を明らかにした．第
一

一

列に

に，コンディションの時系

沿った変動を分析評価するために，シーズンを期分けし，期分

け間の個体内系列変動を，時系列データでも適用可能な推測統計学

的方法（ ランダマイ

析評価した．

ゼーション検定）を適用する

課題２では，トップアスリートのコン ~..々アイ

｀ｙ‘

こ とで客観的に分

ション変動要因を抽出

するために，２つの分析内容を設定した．まず，第一に，多数の要

因項目から，各アスリートのコンディション変動要因として考えら

れる項目をデータマイニング手法により抽出した．その際，アスリ

- -

ト自身が得られた結果を解釈し易く，また抽出した要因からコン

∽や
アイ ショニングの改善点を見出せるよう，具体的な分岐値により分

析結果が表現できる手法を用いた．第二に，抽出された要因をもと

に，アスリートに対してヒアリング調査を行い，さらなる詳細な検

討を行い，総合的に判断したコン ディション変動要因を抽出した

なお，本研究で用いたコンディション質問紙は，菅野ら（１９９２）

Ni sh 1 jlma ら（2000）の定義に準拠し，西嶋ら（1990a）が使用した

記録用紙である「コンディションのQCシート」で用いられている項

24



目に 基づいて測定項目を選択し，作成した．さらに，被験者と相談

の上，毎日のチェックの有用性と実施可能性があると判断した項目

を採用し，改良を加えた．

25



　　　　　　　　　第Ｈ章

　　　　　　　　　課題１

トップアスリートにおける主観的コンディション

　　　　　　　変動の統計分析

１。緒言

　競技スポーツにおける最大の目標である「勝利」を収めるために

はアスリートを取り巻く様々な環境，すなわちコンディションを整

える ことが重要なことである。この勝利を達成するために行われる

全ての準備プロセスが競技スポーツにおけるコン

ある

ペストのコン ~Ｊアイ

ディショニングで

ションを作るためには，アスリート自身，そし

てコーチ・トレーナーがアスリートのコン ディショニングを適確に

評価した上でコンディショニング実施・介入を行う必要がある．そ

のためには，シーズン中におけるアスリートのコン

傾向を把握できる指標・手段が求められる．

特にトップアスリートのコン ～々アイ

－.Ｑ
アイ ンョ

-

← ング

ショニング傾向を正確に把握す

るためには，アスリート個々の特徴を踏まえる

予想される．しかしながら，従来のコン
~..々　　　、●
アイン

こと

ヨ
-

● ･ ＝ － ｉ

が必要であると

ングについての

比較研究法では，トップアスリートの「平均」から飛びぬけた個人
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FIS　( Federat i on

の特性（体力的要素，精神的要素）を見出すことは難しく

アスリートを個々にコンディショニング評価することに

ないと思われる

たコン ＝々アイ ン　ョ
-

W＝心

これに

トップ

は適してい

対応するためトップアスリートを対象とし

ング研究には

の手法を用いてアスリート個々に

ている( Kinugasaら

近年

２００２）

主観的指標を用いた単一事例研究

アプローチする評価法が注目され

視認的方法を補佐するあるいは視認的方法

( Bear,１９７７パ９８８

ねる手法として

Miche 1、１９７４

ランダ

Parson son　＆　Bear

マイゼーション検定や

1978）に代

Interrupted

Time-Series Analysis （ITSACORR）等の分析法が開発された

よって単一事例研究においても客観的に評価する

た

そ
｀ア’

こ

｀ア’

こ

｀ア’

こ とに

とが可能となっ

で課題１では，トップアスリートのシーズンを通したコン

ィショニング傾向を

にモニタリングし

主観的コン

把握する こと

＝々アイ

~や
ア

ション評価法を用いて総合的

を目的とした．

また，トップアスリートを対象にしたコン ～９アイ

実際の競技現場での活用性の有無を検証する
｀ア’

こ

ショニング研究は，

とが重要であるため，

課題１では，そ

グによって

｀ア’

こ での有用性が高いと予想されるセルフモニタリン

現在ナショナルレベルで活躍しているトップモーグル

スキーヤーのコンディションデータを収集し
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In ternat lonal de Ski)　公認ワールドカップ・フリースタイルスキ

- 大
八

こZＸ と　２００２年冬季オリンピックを含めた世界レベルの大会が継

続的に行われているインシーズンについて長期間にわたって測定を

実施した．

２。方法

1）研究手順

課題１は以下の手順で行われた（図卜１）

（１）アスリート自身の主観的コンディションに関する質問紙，及び

コーチから見たアスリートのコン

の作成

（２）測定の実施

＝々アイ ションに関する質問紙

（３）因子分析による各被験者における主観的コン

（４）

変動要因の抽出

－
フ

～や
アイ ションの

ンダマイゼーション検定によるシーズン中の各期におけ

る主観的コンディション変動の検討

( 5) ITSACORR (Interrupted　T 1me　Series　Analysis　Corre 1at 1on

　　Procedure)によるシーズン中の各期における変動の検討

28



↓

↓

↓

･先行研究

・指標の選択には被験者に適することを優先

　　　　　　　探索的因子分析

(コンディションに影響を与えている因子の検索)

↓
曼

１　コンディション変動の因子構造の探索

２変動因子の因子得点算出

各期の間におけるコンディションのランダマイゼーション検定

１シーズン中における,期分けの実施

２各期の間の変動因子のランダマイゼーション検定

各期の間におけるコンディション変動の差の検定

各期の間の変動因子の回帰直線による切片と傾き

の差の検定(ITSACORR)

　　図1-1課題1における統計解析のフローチヤート

一コンディショニング傾向把握のための統計解析一

　　　　　　　　　　　　29



2）被験者

被験者は全日本フリースタイルチームに所属するトップレベルの

モーグルスキーヤーで，女性３名（Ａ選手２３歳，Ｂ選手２５歳，Ｃ選

手２６歳），男性１名（Ｄ選手２０歳），及び全日本ナショナルチーム

のヘッドコーチ１名を対象者とした．各被験者のプロフィールにつ

いては，表１－１に示した．Ａ選手とＢ選手に関しては，過去オリン

ピック及びワールドカップなどを含む世界レベルの試合に数多く出

場経験があり，Ｃ選手とＤ選手に関しては，国内ではトップレベル

であるものの，オリンピックは初出場であり，ワールドカップを含

む世界レベルの試合経験は少なく，Ｄ選手に関しては今シーズンが

ワールドカップ初参戦であった．

各被験者には調査・測定の詳細を説明し，途中で辞退できること

を理解させた上で参加の同意を得た．本研究は「ヘルシンキ宣言」

の趣旨に従い，且つ「筑波大学大学院人間総合科学研究科研究倫理

審査委員会」の承諾を得て実施した．

3）測定期間

測定期間は，２００１年１２月１２日から２００２年３月１０日までの８８

日間で，オリンピック前に行われた雪上トレーニングキャンプ，２００２

年冬季オリンピック及びアスリートが全日本ナショナルチームとし
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表1-1被験者のプロフィール

選手 Ａ Ｂ
１生別 女性 女性

実験時の年齢 23歳 25歳
身長 156 cm 165 cm
体重 49 kg 56 kg

競技成績 1998冬季オリンピック7位

2001世界選手権3位

2001ワールドカップ総合2位

2002冬季オリンピック6位

1994冬季オリンピック11位

1998冬季オリンピック1位

2001世界選手権4位

2002冬季オリンピック3位

選手 Ｃ Ｄ
１生別 女性 男性

実験時の年齢 26歳 20歳
身長 154 cm 163 cm

体重 53 kg 63 kg
競技成績 1999全日本選手権1位

1999世界選手権11位

2001世界選手権5位

2002冬季オリンピック20位

2000ヨーロッパカップ総合4位

2001世界選手権6位

2001ヨーロッパカップ総合4位

2002冬季オリンピック20位
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て参加したＦＩＳワールドカップ・フリースタイルスキー大会（以下

ワールドカップ）７試合を含むインシーズン期間であった．さらに，

シーズンをワールドカップ前期，オリンピック期，及びワールドカ

ップ後期の３つのシーズンに分割した． これは全 日本ナショナルチ

－ムのトレーニングスケジュールの期分けに沿って設定したもので

あり この トレー
-

W ･ ＝ ゛ ・ ングスケジュールはアスリート・コーチにとっ

ても共通事項として認識されていたものである．各期の詳細を以下

に記す．

ワールドカップ前期．オリンピック前に行われたワールドカップの

オリンピック期

全５試合の期間（44日間）とした．

２００２年冬季オリンピックとその前の週に行わ

れた大会前雪上トレー

（２２日間）とした．

-

W ミ ー ４ ングキャンプの期間

ワールドカップ後期　オリンピック終了後に行われたワールドカッ

プの全２試合（２２日間）の期間とした

各試合週での１週間のサイクルは，移動日（１日）→公式トレー

ニング（４日）→大会（１日）→移動日（１日）であった．質問紙

を用いたアスリートの主観的コンディション測定とコーチから見

たアスリートのコンディション測定は，測定期間内の移効目を除い
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た全日程で行った

　なお，測定期間における各アスリートのワールドカップ及び，オ

リンピックの成績を記録した．

4）測定項目・測定方法

-

アスリートによる主観的コン

トのコン
=..々
アイ

＝９
アイ ションとコーチから見たアスリ

ションを調査するために，コン

作成し測定を行った（表１－２）

~｡｡９アイ ション質問紙を

（１）アスリートによる主観的コンディション

　測定項目は，フィジカルコンディション，メンタルコンディショ

ン，生理学的コンディション，及びメディカルコンディションとし

た．各コン

Ａ

Ｂ

アィシ ョンの詳細を以下に示す

フィジカルコン

メンタルコン

Ｃ。生理学的コン

Ｄ

＝やアイ

アィシ

～やアイ

ション・全身の疲労状態，柔軟性，運動中

ヨ　ノ

の判断，運動中の体の軽さ，運動中

ンョノ

の力の入り具合，筋の緊張状態

・精神の状態

・起床時心拍数（拍/分），睡眠時間

（分）

メディカルコンディション．体調，内科的疾患，外科的疾患
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これらの測定項目は先行研究（西嶋ら，１９９０ａ）で用いられたもの

に沿って設定し，被験者と相談の上，毎日のチェックの有用性と実

施可能性があると判断した項目を採用し，改良を加え作成した．

測定は事前に選手に対して記入方法を説明し，その後，質問紙法

を用いて選手自身に記入してもらった　評価は５
一
Ｉ よい、４：まあま

あよい，３：普通，２：やや悪い，レ悪い，の５件法尺度を用い，起

床時心拍数，睡眠時間，内科的疾患，及び外科的疾患に関してはア

スリート自身に直接記入してもらった

（２）コーチから見たアスリートのコンディション

コーチはアスリートが記入するコン ～々アイ ション質問紙と同様のも

のを使用し，コーチから見たアスリートのコン

カルコン 大々アイ

＝々アイ ションをフィジ

ションとメンタルコンディションの２つの測定項目か

ら評価した．アスリートと同様に事前に記入方法に関して説明を行

い，その後コーチ自身に記入を行ってもらった

Ａ

Ｂ

フィジカルコン ~.Ｊ
アイ ション：全身の疲労状態，柔軟性，運動中

の判断，運動中の体の軽さ，運動中

　　　　　　　　　　　　の力の入り具合，筋の緊張状態

メンタルコンディション　　：精神の状態
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5）統計解析

アスリートのセルフモニタリングによって記入したコン ～々　　　ヘアインョ

ン質問紙の項目を以下の統計手法にて解析した．なお，課題１のよ

うに多数の項目を用いて継続的にアスリート各々のコンディション

～Ｊアー 夕を得た場合，データは個人の多変量時系列データの形式とな

る．そこで，課題１におけるデータを時系列分析の手法を用いて解

析した結果，自己相関係数の有意性が検出され，系列依存性が確認

された．系列依存性の存在が認められたデータにおいては従来の　ｔ

検定や分散分析などの統計的検定法を用いた場合には誤って有意差

を検出してしまう危険性があるため，課題１では，系列依存性の存

在を問題としない検定法を適用した．課題１における統計解析のフ

ローチャートを図卜１に示した．

（１）探索的因子分析

質問紙による主観的コン ～９
アイ ションの変動要因を検討するために，

探索的因子分析を行った．因子分析の方法は，コンディションに最

も影響を与えている因子を検索するために，主因子法を用い，第１

因子から順に因子寄与が最大となるように因子を抽出した．さらに

課題１に おける因子は，個体内の多変量のコン ＝々アイ ンョノ
＝々
ア

一 夕か

ら抽出されるため，因子間に相関関係が生じると仮定し，プロマッ

クス法による斜交回転を行い，因子パターン行列を得た．調査項目
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の中で，欠損値の多い項目及び共通性の著しく低い項目は削除した．

なお，抽出因子数は，固有値１０以上の因子数とし，因子パターン

行列における因子負荷量が０４以上の変数に言及して各因子を解釈

した．また，探索的因子分析にはSPSSll 0Jを用いた

（２）ランダマイゼーション検定

質問紙の質問項目から因子分析により抽出された主観的コンディ

ションを最も反映している因子（第１因子）を用いて解析を行った

第１因子の因子得点を算出し，その因子得点を用いてランダマイ

ゼーション検定によるシーズン中の各期の間における平均値の差の

検定を行った．解析ソフトには　rand lbm (Edg lngton,1995）を用

い，危険率５％以下を有意水準とした．

（３）回帰直線の切片及び傾きの差の検定

第１因子の因子得点を用いて，解析ソフト　ITSACORR (Crosbie

１９９３）によるシーズン中の各期の間における回帰直線の切片及び傾

きの差の検定を行い、主観的コンディションの変動を検討した　危

険率５％以下を有意水準とした．
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３。結果

１）主観的コンディションの変動要因

作成した質問紙の質問項目を測定期間内にて各アスリートによっ

てセルフモニタリングを行い，測定したデータに対し探索的因子分

析を行った結果，以下のような因子が抽出された．プロマックス回

転を行った結果の因子パターン行列を表1-3,卜5, 1-7,卜９に 示し

因子間相関は，表1-4, 1-6,卜8, 1-10に示した．また，その表をも

とに 各アスリートの主観的コンディション変動の因子構造モデルを

図卜２，ト３，卜4, 1-5に
一
不 した．

　なお，抽出因子数は，固有値が１０以上という基準を設けたが，Ａ

選手の場合には，第５因子および第６因子に高い因子分析負荷量を示

した項目はそれぞれ１つずつであった．したがって，今回の解析では，

共通因子を抽出するという目的から，第４因子までを検討する
｀ア゛

こ とと

した　B選手，C選手の場合には，それぞれ４因子が抽出された．また，

D選手の場合には，５因子が抽出された

Ｏ）Ａ選手における主観的コンディションの変動要因の分析

　　（表卜3，図1-2）

Ａ選手における主観的コン ~.Ｊアイ ションの変動要因として，内容的

妥当性により選択された全１８項目から，欠損値が多い項目，共通性
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の低い項目を削除し，選択された１６項目の全分散の６２ ４％を説明

する４つの因子が抽出された．

（２）Ｂ選手における主観的コンディションの変動要因の分析

（表1-5,図１－３）

Ｂ選手における主観的コンディションの変動要因として，内容的

妥当性により選択された全１８項目から，欠損値が多い項目，共通性

の低い項目を削除し，選択された16項目の全分散の74 8％を説明

する４つの因子が抽出された．

（３）Ｃ選手における主観的コンディションの変動要因の分析

（表1-7,図卜４）

Ｃ選手における主観的コンディションの変動要因として，内容的

妥当性により選択された全１８項目から，欠損値が多い項目，共通性

の低い項目を削除し，選択された１７項目の全分散の７０ ２％を説明

する４つの因子が抽出された．

（４）Ｄ選手における主観的コンディションの変動要因の分析

（表卜９，図卜５）

Ｄ選手における主観的コン ＝々アイ ションの変動要因として，内容的

妥当性により選択された全１８項目から，欠指値が多い項目，共通性

の低い項目を削除し，選択された１７項目の全分散の６７ １％を説明

する４つの因子が抽出された．
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図1-2 A選手におけるコンディションの変動要因

図1-3 B選手1 こおけるコンディションの変動要因
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図1-4 C選手1

図1-5 D選手1

こおけるコンディションの変動要因

こおけるコンディションの変動要因
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２）シーズン中の各期における主観的コンディションの変動分析

　ランダマイゼーション検定によるシーズン中の各期の間におけ

る平均値の差の検定（①），ITSACORRによるシーズン中の各期の間

における回帰直線の切片及び傾きの差の検定（②）から，各アスリ

-

卜に以下のような結果が示された．また，競技大会における各ア

スリートの成績を記載した（③）．

Ａ選手のシーズン中の各期における主観的コンディションの変動分

析（図１－６）

①各期の間に おける平均値の差

シーズン中の各期の間で有意な変動は見られなかった

②各期の間に おける回帰直線の切片及び傾きの差

ワールドカップ前期－ワールドカップ後期の傾きに有意差が

見られた（p<0 05）

③競技大会の成績

　ワールドカップ前期で２２位，５位，８位，６位，１０位，オリン

ピックで６位，ワールドカップ後期で３位，１５位であった．Ａ

選手は，ワールドカップの大半で上位入賞を果たし，シーズンを

通して安定した成績を残した．
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Ｂ選手のシーズン中の各期における主観的コンディションの変動分

析（図１－７）

①各期の間における平均値の差

シーズン中の各期の間で有意な変動は見られなかった

②各期の間における回帰直線の切片及び傾きの差

　シーズン中の各期の間で切片及び傾きに有意差が見られなか

った．

③競技大会の成績

ワールドカップ前期で１０位，１８位，９位，４位，８位，１７位

オリンピックで３位，ワールドカップ後期で５位，１２位であっ

た　Ｂ選手はワールドカップで従来通りの成績を残せなかったが，

オリンピックで３位に入り，メダルを獲得した．

Ｃ選手のシーズン中の各期における主観的コンディションの変動分

析（図1-8)

①各期の間における平均値の差

オリンピック期－ワールドカップ後期の平均値に有意差が見

られた（p<0 05）

②各期の間における回帰直線の切片及び傾きの差

　シーズン中の各期の間で切片及び傾きに有意差が見られなか

47



った

③競技大会の成績

ワールドカップ前期で３１位，２６位，２２位，２７位，１６位，４

位，オリンピックで２６位，ワールドカップ後期で口位，１８位

であった．Ｃ選手はワールドカップ前期，オリンピックにおいて

従来どおりの成績を残し，ワールドカップ後期においては自己最

高位の成績を残した．

Ｄ選手のシーズン中の各期における主観的コンディションの変動分

析（図１－９）

①各期の間における平均値の差

　オリンピック期－ワールドカップ後期，ワールドカップ前期－

ワールドカップ後期の平均値に有意差が見られた（p<0 01）.

②各期の間における回帰直線の切片及び傾きの差

　ワールドカップ前期－ワールドカップ後期の切片に有意差が

見られた（p<0.05）

③競技大会の成績

　ワールドカップ前期で44位，８位，33位，24位，13位，33

位，オリンピックで２０位，ワールドカップ後期で１６位，３３位

であった
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４。考察

　主観的コンディションに影響を与える変動要因は，アスリート間

において同じ要因を含んでいる場合があるが，各因子における変動

要因を構成するコンディション質問紙の項目は異なっていた（図

１

２ １
３

1-4, 1-5). 1例として，Ａ選手の因子１とＢ選手の因子

１の項目を比較してみると，Ａ選手の因子１には，「選手自身で感じ

る運動中の力の入り具合」，「選手自身で感じる精神状態」，「選手自

身で感じる運動中の判断（就寝時）」，「選手自身で感じる運動中の体

の軽さ」，及び「選手自身で感じる筋の緊張状態」で構成され（図

１

2), B選手の因子１には，「選手自身で感じる筋の緊張状態」，「選

手自身で感じる柔軟性（就寝時）」，「選手自身で感じる全身の疲労状

態（就寝時）」，「選手自身で感じる運動中の体の軽さ」，「選手自身で

感じる精神の状態」，「選手自身で感じる全身の疲労状態（練習前）」，

「選手自身で感じる運動中の力の入り具合」，及び「選手自身で感じ

る運動中の判断（就寝時）」で構成されていた（図　1-3).このよう

に，シーズン中における主観的コンディション変動に関与する主観

的コン ディション指標には個人差があることから，本研究において

も主観的コン ＝や　　　、●アイン ョン変動の個別性を考慮し，個人にあわせた指

標を用いる必要性があると考えられる．

本研究で用いた質問紙法は，アスリート自身による主観的コンデ
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ィションとコーチから見たアスリートの主観的コンディションの指

標を含んでいる．すべてのアスリートにおいて主観的コンディショ

ン質問項目全体の変動にもっとも影響を与える因子（第１因子）に

は，アスリートによる主観的コンディション事項からのみ抽出され

ていた．コーチが見たアスリートの主観的コンディションは，第　１

因子に含まれていないが，第２因子にはほとんどのアスリートに含

まれている川例として，Ａ選手の結果を用いてみると，因子１では，

「選手自身で感じる運動中の力の入り具合」，「選手自身で感じる精

神状態」，「選手自身で感じる運動中の判断（就寝時）」，「選手自身で

感じる運動中の体の軽さ」，及び「選手自身で感じる筋の緊張状態」

で構成され，因子２では，「コーチから見た選手の精神状態」，「コー

チから見た選手の柔軟性」，「コーチから見た選手の運動中の判断」，

及び「コーチから見た選手の筋の緊張状態」で構成されていた（図

卜２）

｀７’

こ の
｀タ’

こ とから，トップアスリートのコン ＝やアイ ションにおいて、ア

スリート自身の評価とコーチからみた評価には異なった見解がある

可能性が考えられる．しかし，アスリートの技術レベル，競技経験，

パーソナリティーによって，時にはコーチから見たアスリートの主

観的コンディション評価のほうが適切である場合も考えられるため，

今後，検討の必要があると言える　また，モーダル競技のような採
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点競技では，第３者からみたアスリートのコンディションが今後の

競技成績との関連性が生まれる可能性も考えられるため，コーチに

よる適切なアスリートのコン

コン ～々
アイ

-.々
アイ ション評価は，アスリート自身の

ション管理の手助けになると考えられる．

次に因子分析により抽出された各アスリートの主観的コンディシ

ョンの変動要因である第１因子の変動をシーズン全体の中で３期に

分け，期ごとの平均値の増減と回帰直線の傾きによって検証した．

その結果，シーズン中のオリンピックに向けたピーキングの過程を

検証する こと ができた．

課題１の全被験者は，全日本ナショナルチームの一員であったが，

同じチーム内であっても，アスリート間で異なる主観的コン

ョンの変動が見られた．また，中でも世界トップク

～々　　　・アイン

ラスのアスリ -

ト（Ａ，Ｂ選手）は中堅クラス（Ｃ，Ｄ選手）のアスリートに比べて，

コンディションの変動は少ない
｀７’

こ とが示唆された．

Ａ選手のシーズンを通した主観的コンディション評価をした場合，

主観的コンディションを反映していた第１因子においてもシーズン

中の各期の間において有意な変動傾向は認められなかった（図１－６）

この
｀芦’

こ とはシーズンを通して主観的コン

く維持できた

-

＝々
アイ

ことが示唆され，

ションに大きな変動な

優勝はないものの常に上位入賞しワ

ルドカップ総合順位に好成績を残し，またオリンピックにおいて
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も上位に入賞したＡ選手のコンディショニングの特徴を示している

と言える．

Ｂ選手のシーズンを通した主観的コンディションを評価した場合，

主観的コン 之やアイ ションを反映していた第１因子の指標では，シーズ

ン中の３期間において有意な変動傾向は見られなかった（図１－７）

この
｀ア’

こ とからＢ選手もＡ選手同様コンスタントにコンディショニン

グを安定した状態に保つ

＝々アイ

ことができてい た　さらに，Ｂ選手のコン

ションはシーズン中に有意な変動がない中で，オリンピックに

向けてコン
~.Ｊ　　　、s
アイン ョンのピーキングがなされていた．トップクラス

のスキー競技は，オリンピックシーズンにおいても，その前後にワ

一

ルドカップが通常通り行われるため，Ｂ選手のコンディショニン

グは理想的なものであったと評価できる．実際，ワールドカップに

おいて目立った成績は残せなかったものの本人にとって最大の目標

であったオリンピックにおいてメダル入賞する
｀ア’

こ とができた．

Ｃ選手のシーズンを通した主観的コンディション評価をした場合，

主観的コン ディションを大きく反映していた第１因子は，オリンピ

ック期とワールドカップ後期の間で平均値に有意な差が生じていた

（図1-8).平均値はワールドカップ後期の時期において有意に高か

ったのであるが，Ｃ選手にとって最も重要な大会であったオリンピ

ツクの時期ではなかったことからＣ選手のコンディショ
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想的なものではなかったと言える
｀７’

こ のようになった理由として
｀ア‘

こ

の選手はオリンピックヘの出場が初めてであり，オリンピックのよ

うな大きなイベントをはさんだシーズンの過ごし方に慣れていなか

った
｀ア’

こ とが考えられる．

Ｄ選手のシーズンを通した主観的コンディション評価した場合，Ｄ

選手の主観的コン

-

＝々アイ ションを大きく反映していた第１因子は，ワ

ルドカップ前期とワールドカップ後期の間で平均値と回帰直線の

切片に差が生じており，またオリンピック期とワールドカップ後期

の間においても平均値に差が生じている（図１－９）

手は各期の中でコン ＝々アイ

この事から Ｄ選

ションを一定の状態に維持することができ

ておらず，また回帰直線の傾きが負の値を示し，各期の後半に向け

て下降している．よって，Ｄ選手のコン

ものではなかったと予測されるが
｀ア’

こ

ディショニングは理想的な

のような結果となった背景と

して，Ｄ選手はこのシーズンが初めてのワールドカップ遠征参加で

あったため，シーズンを通したコン

にできなかった

-

まとめー

｀ア’

こ とが考えられる．

＝９アイ ショニング調整が思うよう

本研究では，トップアスリートにおけるシーズン中のコン

ョニング傾向を把握する
｀ア’

こ

~Ｊアイ ン

とができた．また，コンディション変動
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には個人差があったため，コンディションを管理する上で個人の特

徴を踏まえて個々に管理する必要がある
｀ア゛

こ とが示唆された．シーズ

ン中における同じスケジュールの中でも、コンディションが有意に

変動するアスリートとそうでないアスリートが観察された．

また， この観察された１

動をもとに，コン

を明確にする こと

～々アイ

シーズン中の主観的コン ~Ｊアイ ションの変

ションが崩れたポイントを見つけ出し反省点

によって，翌年度のコンディショニングの有用な

参考データとなる可能性がある．このように縦断的な個人のコン

ィションデータを蓄積し，各アスリートの傾向を分析する

コン ＝々アイ

こと で

～..９
７

ションを崩す前の予防が可能となるかもしれない．また，

そのようなコン ＝９アイ ン　ョ
-

Wi ング分析データの蓄積は，４年毎に行わ

れるオリンピックに向けた，長期的なコン ～やアイ

も有効に活用できる可能性があると言える．

ン　ョ
W

一 一 ＝ ＝ 心 ングプランに

先に述べたように，トップアスリートにおいてコンディショニン

グ評価を行う際のもっとも重要なポイントは簡便性である．主観的

コン ディション等のセルフモニタリングの利点はコンディション評

価の中で最も簡便であり，世界を転戦するようなモーダル競技にお

いても，継続的にモニタリング可能であった．ゆえにセルフモニタ

リングを用いたコンディショニング評価は，トップアスリートの競

技現場において有用であると思われる．
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５。結論

　トップモーグルスキーヤーを対象とし，トップアスリートのシー

ズン中におけるコン ~Ｊ
アイ ションの変動を，縦断的にモニタリングし

単一事例研究法によりデータマイニングを行った．その結果以下の

結論が得られた．

１

トップアスリートにおいてシーズン中におけるコン

変動は個人間に差があったため，コン
~Ｊアイ

～９アイ ションの

ションを管理する上で，

アスリートの特徴を踏まえて個々に管理する必要がある．

２。シーズンを通した各アスリートのコン

する
｀ア’

こ とができた．また，その ことに

ディショニング傾向を把握

より，アスリートヘのフィ

-

ドバックや年間を通した反省に活用できる可能性がある．よっ

て，トップアスリートのためのコン ～々アイ

コンディション質問紙を用いたセルフモ
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　　　　　　　　　　第Ⅲ章

　　　　　　　　　　課題２

データマイニング手法を用いたトップアスリートの

　　　　コンディション変動要因の抽出

１。緒言

　競技スポーツにおいて最大の目標である「勝利」のためには，技

術の向上，精神面の強化，戦術面での分析ばかりでなく，試合当日

に最大限のパフォーマンスを発揮できるようなコンディションの管

理もまた重要である．この「勝利」を達成するために行われるすべ

ての準備プロセスが，競技スポーツにおけるコンディショ

いえる

トップアスリートの個別性を考慮して，コン

-

W＝－ ングと

ディショニングをよ

り正確に評価するためには，シーズン中におけるコンディショニン

グ傾向を把握する ことに加え，コンディションの変動が起きている

部分に着目し，コン ディション悪化及び良好に影響を与えている要

因を抽出する必要がある

　そして競技現場にて活用できるコンディショニング評価を行うた

めに，抽出されたコンディション変動要因をもとに，アスリート自

身がコンディションの良い状態・悪い状態を認識し，コンディショ
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ンの維持，改善および悪化の予防のための具体的な実行手段を見出

す
｀ア’

こ とが必要である．そのためには，コーチ・トレーナーが選手に

対して具体的かつ即座に選手に指示できるフィードバックを考慮し

た評価法が望ましい　そのような中で，スポーツ競技現場でのコン

ディショニング評価法として，データマイニング的手法の一つであ

る決定木分析は，コン

分類結果を提示できる

～々アイ ション変動要因を抽出し，より具体的な

｀ｙ’

こ とから，有効なコンディション評価法の一

ってあると考えられる（Nakano et al　、2007）

　そこで課題２では，トップアスリートのシーズンを通したコンデ

ィショニング評価のために，日々の生活習慣規則の中からコンディ

ションに影響を与える要因を抽出する
｀ア’

こ とを目的とした．

　また，トップアスリートを対象にしたコンディショニング研究は，

実際の競技現場での活用性の有無を検証することが重要であるため，

課題２では，そこでの有用性が高いと予想されるセルフモニタリン

グによって，現在活躍しているトップレベルの長距離陸上選手のコ

ノアインョノ
～々
ア

-

夕を収集し，2006年に全日本レベルの大会が継続

的に行われているインシーズンを長期間にわたって測定を実施した．
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２。方法

１）研究手順

課題２は以下の手順で行われた（図2-1)

Ｏ）コン ＝々アイ ション質問紙の作成

（２）測定の実施

Ｏ）相関分析によるコン

性の分析

～や
アイ ション質問紙の各項目間の関係

（４）決定本分析による「朝の体調」，「朝の疲労感」，「一日の

体調」，及び「一日の疲労感」に影響を与えるコンディショ

ン質問紙項目の分析

（５）分析結果に基づいたヒアリング調査による検討

2）被験者

被験者は，実業団チームに所属するトップレベルの長距離陸上選

手２名とした．Ａ選手は女性で，30 km ロードレースにおいて，日本

記録を更新した経験があり，国際大会（２００１年ボストンマラソン）

にて，日本人最高位を記録したトップアスリートである．また，Ｂ

選手は男性で，１００００ ｍ のトラック競技にて，日本選手権で優勝し

た経験があり，多くの国際大会に出場しているトップアスリートで

ある．なお，各被験者のプロフィールについては，表２－１に示した．
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↓

↓

↓

↓

･先行研究

・指標の選択には被験者に適することを優先

決定木分析(コンディション変動要因の抽出)

１従属変数･独立変数の選択

２決定木分析の計算アルゴリズムの選択

３従属変数に関連のある第一分岐,第二分岐以降の選出

４従属変数から分岐する独立変数の分類精度の確認

ヒアリング調査(分析結果をもとに行う詳細な検討)

　図2-1課題2における統計解析のフローチャート

ーコンディション変動要因抽出のための統計解析－
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表2-1被験者のプロフィール

選手 Ａ Ｂ

性別 女性 男性
年齢 31歳 28歳

身長 154 cm 178 cm
体重 40 kg 59 kg

競技成績
2001青梅30kmロードレース3位
　　　(日本記録更新)

　　　ボストンマラソン10位

　　　(日本人最高位)

【自己ベスト記録】

5000m　　　　　16分4秒台

10000m　　　　32分17秒合
ハーフマラソン　1時間11分4秒
フルマラソン　　2時間31分合

2002日本選手権10000m l位
　　　アジア大会(釜山)10000m出場

2003世界選手権(パリ)10000m出場

2001-2004全日本実業団駅伝区間賞

【自己ベスト記録】

5000m　　　　　13分38秒合

10000m　　　　27分51秒合
ハーフマラソン　　1時間1分合
フルマラソン　　　2時間26分以内
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　各被験者には調査・測定の詳細を説明し，途中で辞退できること

を理解させた上で参加の同意を得た．本研究は「ヘルシンキ宣言」

の趣旨に従い，且つ「筑波大学大学院人間総合科学研究科研究倫理

審査委員会」の承諾を得て実施した．

3）測定期間

Ａ選手：２００６年５月１７日から２００７年１月７日までの２２０日間

Ｂ選手：２００６年７月６日から２００６年１２月２４日までの１ ７１ 日間

　両選手共に測定期問中にて，国際レベルの長距離陸上競技会に定

期的に出場した．

4）　測定項目・測定方法

　アスリートによる主観的コンディションと客観的コンディ

を調査するために質問紙を作成し測定を行った（表2-2）.

Ａ。睡眠・休息に関する項目

Ｂ

ンョノ

　前日の就寝時刻，起床時刻，睡眠時間（分），起床時心拍数（拍

/分），起床時体温（度），朝の体調，朝の疲労感，生理の有無と経

過日数（女性のみ），及び起床後の第一尿の尿比重値

トレーニング前に記入する項目：

トレーニング前の体重(kg),トレー
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W＝－ ング前の体脂肪率（％），
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Ｃ

ドリンクの種類，障害の有無，及び障害の状態

トレーニング後に記入する項目：

ウエイトトレー
-

W=-・ ング時間（分), Runトレー

Runトレーニング距離（km），トレー

-

ゝ 一 ＝ ～ 心 ング時間（分），

-

Ｗ ＝ ' ４ ング後の体重(kg),トレ

一二ング後の体脂肪率(%),ドリンクを飲んだ量(ml),トレー
-

Ｗ ＝ ＝ 心

ング後の栄養補給の有無と摂取した食品等，及び練習直後の第一

尿の尿比重値

Ｄ。食事に関する項目：

　朝食時間，朝食の満足度，昼食時間，昼食の満足度，夕食時間，

夕食の満足度，及び捕食の有無と食品名

Ｅ。就寝前に記入する項目：

　入浴状況，治療の有無と治療の種類，昼寝時間（分），昼寝時刻，

排便，一日の体調，一日の疲労感，及び就寝直前の尿の尿比重値

これらの測定項目は先行研究（西嶋ら，１９９０ａ）で用いられたもの

をもとに設定し，被験者と相談の上，毎日のチェックの有用性と実

施可能性があると判断した項目を採用し，改良を加えた．

測定は事前にアスリートに対して記入方法を説明し，その後，質

問紙法を用いてアスリート自身に記入してもらった．評価は　５：よ

い ４：まあまあよい，３：普通，２：やや悪い，１：悪い等，５件尺
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カル社製，ウロヘマコンビスティ

ノ
-

W＝－

ックスーSGいを用いて測定した．測定は下記に示す手順で行った

（３）採尿容器の縁に試験紙の端を軽く当て過剰の尿を取り除く．

　試験部分より試薬成分が尿中に溶出し，隣接する試験部分に

66

Ｏ）乾いた清浄な採尿容器に尿検体を採取する．

（２）試験紙を容器より取り出し，直ちに密栓する．尿中に試験部

　分を完全に浸す　但し，試薬が溶出しないよう直ちに引き上

　げる．

旋法を用い，測定値が顕在化する客観的指標に関してはアスリート

自身の記入法を用いた

以下に機材等を用いて測定する必要があった項目に関する測定方

法を記す．なお，測定方法に関しては事前に被験者に対して十分な

説明を行い，理解の上で測定を行った．

．「起床時心拍数（拍／分）」

デジタル腕時計型心拍数計(Polar製, RS800)を用い，起床時

に心拍数を被験者自身で測定した．

．「体重」及び「体脂肪率」

体重・体脂肪率計( tan 11a製, MetaBody)を用い，トレー

グ前後において測定を行った．

・「尿比重値」

尿検査用紙（バイエルメ
～々
アイ



混入し反応しないように，また，尿が手につくのを防ぐため

に試験紙を水平に保持する．

（４）尿中より引き上げた後，本試験部分の呈色が均一でない場合，

　直ちに色の濃い部分で判読する．

（５）肉眼で判断する際，規定時間に試験部分に対応する比色表の

　色枠を選び判定する．試験紙を比色表に近づけて慎重に判定

する．

（６）判定は１～２分の間で判読し，２分以後の呈色は無視する尿比

　重は，高分子電解質共重合体の　pKa値を用いて，1 000から

１

030までの値を0 005刻みで測定する．

（フ）pHの判読値が６５以上の場合，判読した比重値に0 005を加

　えて判定する．

5）統計解析

アスリートのセルフモ
-

W㎝ タリングによって記入されたコン ~Ｊ　　　・アイン

ョン質問紙の項目を以下の統計手法にて解析した．なお，課題２に

おいても課題１同様，アスリート各々の継続的なコンディションデ

-

夕を用いているため， データは個人の多変量時系列データの形式

となる．そのため，課題２においても，時系列分析の手法を用いて

解析した結果，自己相関係数の有意性が検出され，系列依存性が確
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認された．よって，課題２に おいても，系列依存性の存在を問題と

しない検定法を適用した．課題２における統計解析のフローチャー

トを図２－１に示した

（１）相関分析

各アスリートのコン ＝々
アイ ション質問紙の各項目間の関係性を分析

するために，相関分析を行った．相関分析には汎用統計パッケージ

SPSSll 5Jを用いた．統計的有意水準は１％とした．

（２）決定木分析

コン ディショニング評価に は，複数の項目から各アスリートのコ

ンディション変動要因として考えられる項目を抽出し，その抽出さ

れた項目結果は，アスリート自身が解釈し易く，またコンディショ

ニングの改善点を見出すことができる必要がある．そのため，コン

~.Ｊ
アイ ションの良好状態を分類する明確な分岐値を示せる手法が必要

となる．よって，課題２において，近年データサイエンスの分野で

急速な発展を遂げているデータマイニング手法の一つである決定木

分析を用いた( Kan tar dz 1c,2003 ； Fukuda et　al　，2001）.

　決定本分析は，従来の判別分析や回帰分析に対応するノンパラ

メトリックな分析方法であり（Ohtakl et al ，1998），具体的な

分岐値により分類結果を示せる手法である．従属変数の形式により
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分類本と回帰本に分けられる．従属変数が質的データである場合を

分類木といい，従属変数が量的データである場合を回帰木という

( Ohtaki et al 、１９９８）
｀ア゛

こ の手法では，最も重要な独立変数の分

岐値を用いて従属変数をいくつかのケースに分類する．特に，従属

変数を２つのケースに分類する決定木を二進水と呼ぶ（Ohtakl et

ａ１ ，１９９８）．分類を繰り返すことで多段層別を行い，一つの規則を

明示する
｀ア’

こ とができる．分岐変数の選択及び分岐値は，ゲイン比，

gin 1インデックスなどを用いて決定される( Brelman,1984）.近

年では，高血圧患者や糖尿病，ぜんそくの診断などに適用した研究

も発表されている（Thomas，2006 ； Grass 1 et al　，2001 ； Bohance et

ａ１　，２０００）

課題２において，従属変数は「朝の体調」，「朝の疲労感」，「一日

の体調」，及び「一日の疲労感」の４項目とし，選択肢５，４は「良

好」3, 2, 1　は「普通あるいは不良」に二値化した．独立変数は質

問紙に記載された３７項目とした．決定本分析の計算アルゴリズムに

はCART ( Clas1flcat ion and regress ion trees)を用いた( Brelman

et　al 1984）.分岐変数の選択及び分岐値の決定には，不純度の

指標であるginiインデックスを用い，分岐前と分岐後のgin 1イン

~Ｊアツ クスの差が最大になるように分岐を行った　また，分析にて抽

出される分岐項目は，コンディション変動要因として，コンディシ

69



ョン改善への介入項目に用いるため，項目数は，３項目程度が現実

的に実施可能な数と想定し，分析の際の詳細設定においては，停止

規則を３階層に設定した．決定本分析には　Answe r Tree3.□　を用

いた　決定本分析では，統計的有意水準を５％とした．

６）ヒアリング調査

~Ｑ
ア

- タマイニングによって抽出されたコン

してあげられたコン ～や　　　ゝアイン

＝々アイ ション変動要因と

ョン質問紙の項目に対し，各アスリート

にヒアリング調査を行い，抽出された項目に関して詳細な検討を行

った

３。結果

１）相関分析

各アスリートのコンディションデータによる相関分析の結果は，

表２－３（左下Ａ選手・右上Ｂ選手）に示した．両アスリートとも，「総

トレー
-

Wi ング時間」は他の多くの変数と有意な相関が見られた．特

に，「総トレーニング時間」と「１日の体調」との間には，両者とも

高い相関が示された．

また，Ａ選手のデータでは，「総トレー
Ｗ４

Ｗ＝心 ング時間」はそのほかに

も「トレーニング前後の体重差」，及び「トレーニング前後の体脂肪
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率差」との間に有意な相関関係が認められ、「１日の体調」も、翌日

の「朝の体調」，「朝の疲労感」，「トレーニング前後の体重差」，及び

「トレーニング前後の体脂肪率差」などの項目との間に有意な相関

関係が認められた．

同様に，Ｂ選手のデータについては，「総トレーニング時間」は「睡

眠時間」，「起床時脈拍」，「起床時体温」，及び食事の満足度などと高

い相関が見られており，また，「一日の体調」も「就寝時の尿比重」，

「排便」，「入浴」，「総トレーニング時間」や食事の満足度の変数と

の間に有意な相関関係が認められた．特に，「就寝時の尿比重」は，

「トレーニング前後の体脂肪率の変化」と強い相関があり，翌日の

「朝の体調」とも強い相関関係が見られた．

2）決定木分析

両選手において、コン ～々アイ ション質問紙の項目をもとに決定本分

析を行った結果，以下に示す要因項目が抽出された．

Ａ選手

　図2-2に，Ａ選手における「一日の疲労」項目の決定要因に関し

て決定本分析を行った結果を示した．コンディションに影響を及ぼ

す最も大きな要因として「総トレー

レー

-

W一心 ング時間」が抽出され，総ト

-

W ＝ ' ● ング時間が１１６ ５分以下になると「一日の疲労」項目が不良
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（４以上）となり, 116 ５分以上になると「良好及び，普通」（３以

下）となる結果を示した．また，それ以外に影響を与える要因とし

ては，「起床時の体温」と「トレーニング前後の体脂肪率の差」の２

変数が抽出された．「起床時の体温」は３６ ０２５度以上になると「一

日の疲労」項目が「不良」となり，「トレーニング前後の体脂肪率の

差」が1 75%以上の増加を示すと「良好及び，普通」となる結果を

示した．図2-2に記載される「トレーニング前後の体脂肪率の差」

は，「トレーニング前の体脂肪率」から「トレーニング後の体脂肪率」

を差し引いた値であるため，「-1 7 5%」は目75%の増加］を意味す

る
｀ア゛

こ とから上記に示す結果となった．

また，図2-2は，「一日の疲労」を従属変数とした決定木分析の結

果から，生活規則の条件を満たした際の「良好及び，普通」の割合

の変化も示している．分岐前の出発点であるルートノードでは「良

好及び，普通」の割合は　４３ ０８％であった．第一分岐項目は総トレ

-

-

W ミ ー ・ ング時間であり, 116 ５分以上トレーニングしていれば，「良好

及び，普通」の割合は５３ ６１％に増加した．第２分岐項目はトレー

ニング前後の体脂肪率の差であり，１ ７５％以上の増加があれば「良

好及び，普通」の割合は６４％への増加を示した．

　同様に，図2-3には，Ａ選手における「一日の体調」項目の決定

要因に関して決定本分析を行った結果を示している．最も大きな要
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因として，「トレーニング前後における体脂肪率の差」が抽出され，

体脂肪率が２６％以内の増加を示すと一日の体調が「不良」（２以下）

となり, 2 6%以上の増加を示すと「良好及び，普通」（３以上）と

なる結果を示した．また，同時に影響を与える要因として「昼寝時

間」と「睡眠時間」の２変数が抽出された．昼寝時間が１ ０５ 分以下

になると「良好及び，普通」という結果を示した．また，睡眠時間

が２５５分以上になると「良好及び，普通」という結果を示すことが

分かった．

　また，図2-3は，「一日の体調」を従属変数とした決定木分析の結

果から，生活規則の条件を満たした際の「良好及び，普通」の割合

の変化も示している．ルートノードでは「良好及び，普通」の割合

は，Ｈ ９２％であった．第一分岐項目はトレーニング前後の体脂肪率

の差であり，２６％以上の増加があれば「良好及び，普通」の割合は

７１６７％に増加した．第二分岐項目は昼寝時間であり, 105分以内の

昼寝時間であれば，「良好及び，普通」の割合は７５ ８９％へ増加した．

第三分岐項目は睡眠時間であり, 255分以上の睡眠時間であれば，

「良好及び，普通」の割合はｎ　９８％への増加を示した．

Ｂ選手

図2-4は，Ｂ選手における「朝の体調」項目の決定要因に関して

決定木分析を行った結果を示している．コンディションに影響を与
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えている最も大きな要因としては，「前日の入浴状況」が抽出され，

「入浴状況」の項目が２．５以下を示すと「普通及び，不良」（３以下）

を示し，２５以上を示すと「良好」を示す結果となった．質問紙の

「入浴状況」に関しても５件尺度法を用いており，「１入ってない

２軽くシャワーを浴びた，３普通にシャワーを浴びた，４湯船につ

かった，５湯船にゆっくりつかった」という順序尺度データである

｀７゛

こ とから上記の数値の結果が示された．また，これ以外にコンディ

ションに影響を及ぼす要因としては，「前日の睡眠時間」及び「前日

の総トレーニング時間」が抽出され，睡眠時間が４６５分よりも多く

なると「良好」という結果を示し，前日の総トレー
-

W＝－ ング時間が

１５３５分よりも多くなると「良好」という結果が示された

また，図2-4は，「朝の体調」を従属変数とした決定木分析の結果

から，生活規則の条件を満たした際の「良好」の割合の変化も示し

ている．ルートノードでは「良好」の割合は４５ １２％であった．第

一分岐項目は前日の入浴状況であり，入浴の際に，湯船につからな

くても，シャワーを浴びていれば「良好」の割合は，５０ ７１％に増加

した　第二分岐項目は，前日の睡眠時間であり, 465分以上の睡眠

時間であれば「良好」の割合は　７６％に増加した．第三分岐項目は，

前日のトレー
-

W＝心 ング時間であり, 153 ５分以上トレー

れば「良好」の割合は94 12％への増加を示した．
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３）ヒアリング調査の結果

　データマイニングの結果をもとにして，個々のアスリートに対し

てヒアリング調査を行い，抽出された項目に関して詳細な検討を行

った
｀ア’

に＿ の際，被験者の理解を促すために記述統計的手法によって

得られたデータの提示も行った．図２－５にその一例を示す．これは

Ａ選手における「朝の体調」項目を評価１もしくは２を付けた時を

「悪い」，３と付けた時を「普通」，４もしくは５と付けた時を「良い」

とし，それぞれの場合における前日の睡眠時間（分）の平均値をグ

ラフにより 一
不 したものである　図２－５のように，記述統計，相関分

析，決定本分析によって抽出された項目の平均値やクロス集計を行

ったものを中心とし，提示する際には被験者にとって理解し難い統

計学的専門用語などをできるだけ排除する形での提示を行った．

　上記の分析結果を踏まえ，両アスリートの分析から明らかになっ

たことを中心に，それぞれの被験者に対してヒアリング調査を実施

した．その結果，睡眠，トレー

結果を得る

-

Ｗ ＝ ' ４ ング量において有益なヒアリング

｀？’

こ とができた（表2-4).また，尿比重及び，インピーダ

ンス法によって測定した体脂肪率の値は，体水分量の変化を敏感に

反映する値となっている可能性が考えられるため，水分摂取に関す

るヒアリングも行ったが，そ

得ることができた（表2-4)

｀７’

こ においても有益なヒアリング結果を
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表2-4分析結果に基づ<ヒアリング調査結果

対象者 Ａ選手 Ｂ選手

水分摂取

○練習以外の日々の通常生活において

水分の摂取を意識して行うことはほとん

どない

○概算として一日の水分摂取量は約１

リットル程度と思われる

○水分摂取は練習中に行うことがほと

んどであり，その量は500ml程度と思わ

れる

○自覚的に｢のどが渇いた｣という感覚

が生じる事はほとんどない

○自覚として｢のどが乾いた｣という感覚

は日常生活の中でも常にあり，日頃から

水分を摂取しているつもりであるが十分

ではないという感覚を持っていた

○練習中の水分摂取に関して十分に意

識したことはな<，ほとんど摂取すること

はない

○練習内容によって練習中の水分摂取

量には増減がやや認められるが,それで

も日常生活を行う上で最も水分を摂取し

ていないのは練習中であると思われる

睡眠

○日常的に睡眠時刻が夜遅<になって

いることに対する自覚はあった

○早朝練習が行われるために,短い睡

眠時間で起床することが多く,練習後に

起きる眠気を補填するために昼寝(時間

的には午前中の時間帯がほとんど)を

することが多い

○早朝練習後はかなり時間が空<た

め，(午前中の時間帯から眠る)昼寝の

時間が長くなっていることに関する自覚

はあった

○睡眠時間の長短が自己のコンディショ

ンに対して影響を与えているという感覚

は持っていた

○また,昼寝の時間が長<なりすぎるとコ

ンディションが悪<なるという感覚も持って

いた

トレーニング量

○トレーニング量に関しては基本的にコ

ーチや監督が考案したメニューでトレー

ニングを行うことが通常であり，量的な

コントロールに関しては自己で調整して

いた

○日々のトレーニングを考案するのはコ

ーチや監督の役割であり，自己の調整に

よってトレーニング量をコントロールした
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Ａ選手は，練習以外の日々の通常生活において，水分を摂取する

意識がほとんどなく、一日の水分摂取量は約１リットル程度であっ

た．また，その水分摂取のほとんどが練習時間内に行っており，そ

の量は約５００ ｍ１程度であった．そのような状態においても，自覚的

に「のどか渇いた」という感覚が生じる

また，睡眠に

ことかは とんどなかった

関しては，睡眠時刻が遅い自覚はあり，特に，その

日のトレーニング量が多い日は，夜まで興奮状態にあり，夜中にな

っても眠気が生じてこないという自覚はあった．また，その眠気を

補填するために，昼寝時間を長くとっていた

W・

W＝心

トレー
-

Ｗ＝皿 ング量に関しては，基本的にコーチや監督が考案したメ

ューとスケジュールに沿って行う
｀７゛

こ とが通常であるが，量的なコ

ントロールに関しては，自身で行っていた．

　また，Ｂ選手に関する水分摂取に関するヒアリング調査の結果は，

Ａ選手とは異なり，練習中において，ほとんど水分を摂取すること

がなく，日常生活の中においては，意識して水分を摂取しているが

「のどか乾いた」という自覚を常に持っていた

睡眠に関しては，睡眠時間の長短が自己のコン
～々　　　ヘアイン ョンに影響

を与えている感覚は既に持っており，昼寝に関しては，意識して長

時間の睡眠を避けるよう日々心がけていた．

トレーニング量に関しては，Ａ選手同様，基本的にコーチや監督
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が考案したメニューとスケジュールに沿って行う
｀ア’

こ とが通常である

が，量的なコントロールに関しては，自身で行っていた．

４。考察

　課題２では，トップレベルの長距離選手を対象として，今回作成

したコン ＝々アイ ション質問紙を用いて縦断的にセルフモニタリングを

行い，得られたデータを単一事例研究の手法を用いてデータマイ
W

W＝心

ングを行った．そして，その分析結果をもとに，アスリートにヒア

リング調査にて詳細な検討を行い，総合的にアスリート個々のコン

~Ｊ　　　、s
アイン ョンにアプローチした．その結果，各アスリートのコン

ションに影響を与えている要因を抽出する

被験者の２名とも，コン ～々アイ

｀ア‘

こ とができた

～やアイ

ションに影響を与える要因として抽

出された項目の中には，「睡眠時間」及び「トレー

まれていた

-

W・ ング時間」が含

この２ 名の被験者は，日常生活の状況やトレー
-

← ング

環境など，それぞれの条件が異なっているにも関わらず，コンディ

ションに影響している要因として共通するものが抽出された．また，

Ａ選手に関しては，コン ~Ｊアイ ションに影響を与えている要因として

「トレーニング前後の体脂肪率の差」が抽出され，Ｂ選手に関して

は，「尿比重値」が抽出された

　体水分の著しい減少がアスリートのパフォーマンスに対して影響
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を与え，また，体水分の増減は尿の濃度や尿比重によって推定でき

ることが報告されている( Arms trong et al

アスリートの尿比重とコン ~Ｊアイ ションとの間に

いう結果が示された．したがって

- 卜のコン -Ｊ　　　、、アイン

１９９４） 本研究では，

関連性が見られると

尿比重の定期的な測定はアスリ

ョンを把握する上で必要な項目と考えられる

回のデータでは，トレーニングの前後に

今

体脂肪率の測定を行ったが，

使用した体脂肪計はインピーダンス法に よるものであった 「イン

ピーダンス」とは「電気抵抗」という意味で，体内を構成する水分，

筋肉，骨及び脂肪のうち

て

脂肪だけが電気を通さない性質を利用し

体内に微弱な電流を流し

定する方法である

化する
｀７’

こ

体内の電気抵抗を体内の脂肪量に

一回のトレーニングで筋肉，骨

とは考えにくい

推

脂肪の量が変

そのため，測定された体脂肪率は，おそ

らく体水分量の変化を反映していると考えられる

選手に おける就寝時の尿比重とトレー

相関が極めて高かった

体脂肪計を使用する

こと

こと

W

W=-・

この こと は，Ｂ

ング前後の体脂勝率の差の

からもうかがえる．
｀ア‘

こ のような簡易型の

には賛否両論があるが，アスリート自らの

体調管理に役立つデータとなる可能性がある．

選手の結果では，「一日の体調」に

｀ｙ’

こ のことを踏まえ Ａ

影響を与えている要因として「尿

比重値」は抽出されなかったものの

の差」は抽出されていることから
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Ａ選手に おいてもコンディショ



ンと体水分との関わりは大きい可能性があると考えられる．

また，アスリートのコン ~Ｊ　　　ヘアイン ョンに対する睡眠時間の影響につ

いては, Nakanoら（2007）やOsuら（2003）によって報告されてい

る
｀ア’

こ の点については今回の研究においても同様であり，睡眠時間

の確保がベストコン

唆された．

゛ア゛

こ のように，コン

＝々　　　、Sアイン

-Ｊ　　　ｓアイン

ョンの維持に重要であることが改めて示

ョンに影響を与える要因は両アスリート

とも共通したものがあり，その要因はいずれも先行研究の結果を支

持するものであったが，その一方で，今回のデータマイニングとヒ

アリング調査を含めた総合的な評価によって得られたコンディショ

ンに影響を与える要因（抽出された項目及び具体的にコンディショ

ンの良し悪しを分岐する内容や値）については，アスリートによっ

て個人差が存在していた．したがって，分析結果に基づく両アスリ

- トのコン ~Ｊアイ ションの維持，改善及び悪化の予防に向けたフィー

ドバックにおいても，アスリートの個別性が見られた．

Ａ選手においては，データマイ
-

Ｗ ＝ ＝ 心 ングによって抽出されたコンデ

ィション変動要因である「トレーニング前後の体脂肪率の差」によ

って推察された体水分量の変動を踏まえてヒアリング調査を行った

結果，Ａ選手の日常生活における水分摂取不足が導き出された．ま

た、データマイ
-

W一心 ングによって，コンディションの良し悪しを分岐
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する昼寝時間（１ ０５ 分）と睡眠時間（約４時間）を提示する
｀ア’

こ とで，

長い昼寝と短い睡眠が自身のコンディション悪化を導いていること

を再認識し ヒアリング調査に

を述べるにまで至った

て自身から睡眠時刻が遅くなる理由

この こと によって 練習以外の日常生活に

おいて水分を摂取するよう心がけ，短めの昼寝（１０５分以内）と約４

時間( 255分）以上の睡眠によりコンディション悪化の予防を実施

する こと を可能にした．また，Ｂ選手に

の結果から

おいても

自身の水分摂取不足を初めて知り

分をほとんど摂取しない行為と日常生活に

=や
ア 一タマイニング

練習中に

おいて常に

おいて水

起こる「のど

の渇き」の関係性を理解し

再認識する
｀ｙ’

こ

自身の練習中における水分摂取不足を

とができた．また，自身の中で自覚のあったコン －.々
アイ

ション維持のための睡眠時間の確保を，必要な睡眠時間の具体的数

値を明らかにする

また， データ

こと

マイ
-

Wi

で，実施をより容易にする ことを可能に

ングによって抽出されたコン

要因をヒアリング調査によって詳細に検討すると

が生じるケースがいくつか認められた．例えば

アリング調査からは

て身体が興奮気味に

~Ｊアイ

した．

ション変動

要因間に関連性

Ａ選手に対するヒ

トレーニング時間が長くなるとその晩におい

なり 睡眠時刻が遅くなるという自覚が認めら

れた．その状態のまま翌日の早朝練習に参加すると

くなり 早朝練習後の昼寝時間が長くなってしまう
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の日に おいても睡眠時刻が遅くなるという自覚があった

－タマイ
W －

W ＝ - ・ ングの結果によると Ａ選手のコン

として睡眠時間と昼寝時間が抽出されており

( 255分）以下であり

~Ｊアイ

一 方、デ

ション変動要因

睡眠時間が約４時間

昼寝時間が１０５分以上であると体調が悪化

するという結果が得られた．
｀７’

こ のように アスリートの自覚とデー

タマイニングにより得られた客観的結果の間に

｀ア’

こ とから

マとして

関係性が認められた

コンディション改善に向けたコンディショ

「睡眠時間」と「トレー

みが可能となった

の予防として =々
ア

この こと

一タマイ
W

W･＝-・

W

W=－●

により

W

W＝心 ングのテー

ング時間」というような絞り込

Ａ選手のコン ~Ｊ
アイ ション悪化

ングによって抽出された睡眠時間及び

昼寝時間のコントロールを実施する

た

レー

また同時に

Ｗ

Ｗ＝ - ４

｀ア’

こ とが必要である ことを認識

Ａ選手において，睡眠時間が短くなる理由は

ング時間が長くなる

ことが導き

~..Ｑ　　　、●
アイン

れた．

-

出されたため，

ことに

し

ト

よる睡眠時刻の遅延が原因である

トレーニング時間のコントロールがコン

ョン悪化の根本的改善である

まとめー

簡便に

｀ア’

こ とも考えられることが示唆さ

測定可能な指標で構成したコン －.9　　　1アイン ョン質問紙を用いて

行うセルフモニタリングによるコンディション変動要因の抽出はデ
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－タマイニング手法を用いる

されたコン Ｊやアイ

こと により可能であった．また，抽出

ション変動要因には，個人差があったため，コン
～.Ｊ

ア

ィションを管理する上で個人の特徴を踏まえて個々に管理する必要

がある

る
｀ア‘

に＿

｀ア’

こ とが示唆された　また，コン

とにより、コン －ゝアイ

～々
アイ ション変動要因を抽出す

ション悪化の要因を予測する
｀ア’

こ とを可能に

し，具体的な介入によって未然の予防へと繋がる可能性が考えられ

る

５。結論

　トップレベル長距離陸上選手を対象とし，トップアスリートのセ

ルフモ
-

W･- タリングにより収集したシーズン中におけるコンディショ

ンデータを単一事例研究に基づいてデータマイニングすることで

コン

｀ア’

こ

～々
アイ ションに影響を与える要因である生活習慣規則を抽出する

とができた．

コンディションに影響を与える要因は個人間に差があったため，

コン ～や
アイ ションを管理する上で，アスリートの個別性を踏まえて管

理する必要がある．また，抽出された生活習慣規則に介入する

で，日々のコン ∽９アイ

こと

ション悪化の予防や，ベストパフォーマンス維

持に活用できる可能性が考えられる．
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１。研究のまとめ

一課題１－

　第Ⅳ章

本研究の総括

課題１は，トップアスリートの主観的コンディションを縦断的に

モ 二タリングし，シーズンを通したコンディショニング傾向を把握

する ことを目的として実施した．コンディションに影響を与える多

因子をセルフモ

～Ｊ
ア

-

W匹 タリングし，蓄積された縦断的な個人データから

一

タマイニングした結果，トップアスリートのインシーズンにお

けるコンディショニング傾向を把握することができた．

　トップアスリートの中でも，世界トップレベルのアスリートは，

シーズンを通して一定したコンディションを保つことができていた

その中でも，オリンピックにてメダルを獲得したアスリートは，一

定したコンディションの中で，オリンピック当日に向けて自身のコ

ンディションをピークに到達させることもできていた．世界中堅ク

ラスのアスリートは，シーズン中にコンディションが有意に変動し，

その影響もあり，オリンピックヘ向けたピーキングがなされていな

かった．

また，課題１の被験者は，全員ナショナルチームとしてシーズン
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中，同じスケジュールで活動していたにも関わらず，アスリート個々

でコン ディションに違いがみられた．したがって，トップアスリー

トのコン ～９
アイ ショニングを実施する際には，各アスリートのコン

ィション変化の特徴を考慮して，個別に管理する必要がある

示唆された．

一課題２－

課題２では，トップアスリートのコン

こと

＝？
ア

が

～々　　　、、
アイン

客観的指標を用い，生活習慣規則の中からコン

ョンを主観的指標と

ディションに影響を

与える要因を抽出することを目的として実施した．その結果，長期

にわたるセルフモ

夕から、コン

する

~Ｊアイ

ことができ，

-

Ｗ － ＝ - ４ タリングにより蓄積されたコンディション
～々
ア

-

ションに大きく影響を与える生活習慣規則を抽出

抽出された要因の具体的な分岐値を示すことが可

能となった．さらに，これらの情報とアスリートの自覚的な意見を

組み合わせる ことに より、コン ~Ｊアイ ション改善に向けたコンディシ

ョニングを実施するための具体策を検討する有用な方法を見出せる

可能性が示唆された．また抽出されたコン ~..？
アイ

アスリートによって個人差があったため，コン

ション変動要因は，

ディショニング管理

のための具体的実施内容も個人によって異なる必要があると考えら

れる
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一本研究のまとめー

本研究は，トップアスリートを取り巻く環境を考慮して，

マイニング及び単一事例研究法を用いる

ング評価が可能である
｀ア゛

こ

｀ｙ‘

こ

～９
７ 一タ

とによりコンディショニ

とを示した．また，セルフモニタリングに

よって蓄積したトップアスリートのコン

タマイニングする

コシ

る
｀ア‘

こ

＝々アイ

ことに よりコン Ｊ
アイ

ションの変動要因を抽出する

とができた．

また，コン

~Ｊアイ

~Ｊアイ

~Ｊ　　　、●
アイン ヨ　ノ

～Ｊ
ア

一 夕を ～々アー

ショニングの傾向を把握し，

｀芦’

こ とで総合的に評価・分析す

ショニング評価には個別性が見られるため，コン

ショニング管理する上で個人の特徴を踏まえて個々に管理する

必要がある こと を示唆された．

簡便な指標を用いたセルフモニタリングは，トップアスリートが

競技を行う特殊環境においても実施可能であったため，トップアス

リートのコンディショニング評価には適していると言える

-

また，セルフモ

トが自身のコン

-

ｙ==４ タリングによるコン

＝やアイ ン　ョ　ノ
～や
ア

-

~.Ｊアイ ショニングは，アスリ

夕を記録していく
｀７゛

こ とが基盤とな

るため，コンディショニング評価を行うことで，アスリートの自己

管理能力の向上を促進させる可能性が考えられる．アスリートが自

身の能力を重要な時に発揮できるか否かは，その時のアスリートの

コンディションの善し悪しに大きく作用されるため，アスリートが
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自己管理能力を向上させる
｀ｙ゛

こ とそのものが，ベストパフォーマンス

発揮に必要なものである．ゆえに，高い自己管理能力がトップアス

リートになるための必須条件であるとも言えるだろう．本研究にお

ける，セルフモ
-

● ・ ＝ ＝ － タリングによって蓄積したコン

をデータマイニングする

～やアイ ン　ョ　ノ
=々
ア

こと でコン ディショニング評価を行う

一 夕

手法

は，自己管理能力を高める上で有用なツールとなり得ると思われる．

２。今後の課題

　本研究により，トップアスリートが日常的に競技を行う環境にお

いて，セルフモ W心

Wミー４ タリングによりコン Ｊアイ ションデータを収集し

単一事例研究法を用いてデータマイニングする

プアスリートのコン

あると検証できた．

～φアイ

こと によって、トッ

ショニングを分析・評価する

しかしながら，本研究で検証されたコン ～や
アイ

｀ア‘

こ とが可能で

ショニング評価法が，

トップアスリートの最終的なゴールであるベストパフォーマンスの

発揮，及び勝利に反映されたかを検証する
｀ア’

こ とができなかった
｀ヴ゛

こ

れらは，本研究の限界となるが，コンディショニング傾向の把握と

コン ディション変動要因の抽出と共に，コンディショニング管理及

び、コン ＝々アイ ション悪化予防のための介入を行い，その効果を検証

することを今後の課題とし，勝利に導く足がかりにしたい
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また，コン ~..々
アイ ショニング評価法そのものにおける改善も今後の

必要な課題と思われる．特に，評価における「簡便性」の向上は重

要な課題であると考えられる．

-

「簡便な」客観的指標－

今後，セルフモ
-

W＝心 タリングによるコン ディショニング評価の精度

をより向上するためには，実際のトップアスリートの競技環境を踏

まえた，簡便かつ高精度のモニタリング指標が必要であると言える

特に，トップアスリートのコンディションに対する主観的指標の評

価と客観的指標の評価との間にはギャップが生じることが考えられ

るため，精度の高い簡便な客観的指標の検出は今後もより必要であ

ると考えられる．

-

「簡便な」データ蓄積方法－

コンディションデータの蓄積方法においても，簡便な手法が必要

であり、近年著しく発達しているIT (informa tion techno1ogy)の

活用は有益であると考えられる．特に、携帯電話の普及の速度とそ

の機能の進化は著しいものがあり，現在では通話という基本機能以

外に様々な用途で活用されている．著者は，アスリートがより簡便

にセルフモ
-

W ミ ー ・ タリングを実現できるよう，携帯電話でのコンディシ
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ョ　ノ
之々
ア

一

夕入力システムを開発した．また，トップアスリートは海

外遠征が多くあることから，パーソナルコンピューター（以下パソ

コン）での人力システムも同時に開発した．現在では，大手製薬会

社にて，「カラダダイアリー」という名称で，スポーツ愛好家からア

スリートまでコン 一心アイン ョン管理に多く活用されている

「カラダダイアリー」は, App11ca 11 on Service Provider (ASP)

サービスを利用し，携帯電話及びパソコンにより，インターネット

から規定のホームベージにアクセスして自身のコン

力・蓄積するサービスである．蓄積したコン ~.Ｊ
アイ

そのサイトにアクセスすれば何度でも閲覧する
｀ア’

こ

時系列で自身のコンディションの変動を確認する

～Ｑアイ

ン　ョ　ノ

ションを人

=々
ア

-

夕は

とが可能なため，

｀ア゛

に＿ とができる．携

帯電話はほとんどのアスリートが所有し，パソコンは海外遠征に所

持する
゛ア゛

こ とが多いため，
｀タ’

こ のようなサービスが，セルフモニタリン

グの簡便化を向上させると思われる．

一 「簡便な」解析手法－

コン ~Ｊアイ ショニング評価における今後の課題として，蓄積したデ

一タの解析法の簡便化も挙げられる．本研究におけるデータの解析

は解析専用のアプリケーションを用いて，専門的な統計学的知識が

必要とされる解析手法を用いた．トップアスリートを対象とした単
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一事例研究という研究のデザイン上の問題により現状では極めて難

しい
｀？’

こ とではあるが，今後このような研究が数多く進められること

により，解析手法の簡素化を進める

－おわりにー

｀ア゛

こ とを期待したい

　「簡便な」客観的指標の検出，「簡便な」データ蓄積方法の開発，

及び「簡便な」データ解析方法の開発を今後の課題とし，コンディ

ショニング評価法の精度を向上させ，また，そのコンディショ
-

W ミ ー ４ ノ

グ評価法が，トップアスリートのベストパフォーマンスの発揮，及

び勝利に導かれるよう今後も研究を進めて行く予定である．

コン ~.Ｊアイ ン　ョ
Ｗ－＝－

〃－ ングとは，アスリートによって異なるものであり

規則性を見出すことが非常に困難である．また，これは単一事例研

究の限界とも言えるところでもあり，明解な研究結果を出すには至

難である
｀７゛

こ とが多いが、本研究の課題を今後の研究に活かし、より

簡便に，精度の高いコンディショニング評価を実施できるよう努め，

評価法のみならず，精度の高いコンディショニング介入・実施法へ

結び付けて行く必要がある
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